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夕ま因
渡
辺
美
菜
穂
ち
ゃ
ん
（
わ
た

帯
な
ベ
・
み
な
ほ
。
平
成
6
年
7

世※

月

1
日
午
後

1
時
9
分
生
ま

れ
。
父
・
幹
也
さ
ん
、
母
・
公
子

さ
ん
。
日
野
l
l
8
4
)
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曇園邑畠畠
学びませんか
平和憲法を
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こ
と
し
は
戦
後
50年
で
す
。
こ
の
節
目
の
年
に
、
市
で
は
、

市
民
会
館
と
ふ
る
さ
と
博
物
館
、
中
央
公
民
館
で
、
戦
争
と
平

和
に
つ
い
て
考
え
る
様
々
な
催
し
を
行
い
ま
す
。
映
画
会
（
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
ほ
か
）、
講
涸
会
、
朗
読

劇
な
ど
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
興
味
の
持
て
る
内
容
で
す
。
あ

な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
野
市
で
は
、
囮
年
に
「
核
兵

器
廃
絶
•
平
和
都
市
宣
―
―
戸
」
を
行

い
、
世
界
の
恒
久
平
和
に
向
け
て

平
和
行
政
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
と
し
も
平
和
事
業
の
一
環
と

し
て
、
「
映
画
の
集
い
」
を
開
催
し

►

「
ひ
め
ゆ
り
の
塔」
は
、
太
平
洋
戦
争
末
期
の
沖

縄
戦
に
お
け
る
「
ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
」
（
従
軍
看
護
要

員
）
の
記
録
を
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
化
し
た
も
の
。

15歳
か
ら
19歳
の
少
女
た
ち
が
、
戦
場
と
い
う
最
も

過
酷
で
絶
望
的
な
状
況
の
中
で
、
い
か
に
し
て
懸
命

に
生
き
抜
い
た
か
と
い
う
こ
と
を
後
世
に
語
り
継
ぐ

作
品
で
す
。

ま
す
。
今
回
上
映
す
る
作
品
は
、

「
ひ
め
ゆ
り
の
疇
（
写
真
上
）と

「
つ
る
に
の
っ
て
」
（
同
下
）で、

い
ず
れ
も
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
固

で
す
。戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
考
え
る

よ
い
機
会
で
す
。
ご
家
族
で
、
ぜ

ひ
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
8
月
13日
⑪
午
前
10時

10分
ー
午
後
0
時
10分
※
開
場
は

午
前
9
時
30分

▽
会
場
11
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽
定
員
11
先
善
千
loo人

◄

「
つ
る
に
の
っ
て
」
は
、
夏
休
み
の
あ
る日
、
広

烏
の
原
爆
資
料
館
を
訪
れ
た
小
学
6
年
生
の
元
気
な

少
女
・
と
も
子
の
不
思
議
な
冒
険
を
遥
し
て
、
核
兵

器
や
放
射
能
の
恐
ろ
し
さ
と
、
平
和
つ
く
り
に
一
人

ひ
と
り
が
主
体
的
に
参
加
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴

え
た
作
品
で
す
。

市
民
自
治
学
園
で
は
、
公
開
講

座
と
し
て
8
月
12日
山
か
ら
9
月

16日
山
ま
で
、

6
回
シ
リ
ー
ズ
で

憲
法
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

世
界
の
恒
久
平
和
、
主
権
在
民
、

▽
日
時
1
1
8
月
5
日
山
午
後
2
時

1
4時

▽
内
容
11
「
戦
後
50
年
…
わ
た
し

た
ち
の
昭
和
史
」

▽
講
師
11
色
川
大
吉
氏
（
東
京
経

多

基
本
的
人
権
の
保
障
、
地
方
自
治
講
師
）

の
原
則
を
定
め
た
日
本
国
憲
法
と
▽
定
員
11
先
着
20人

｀

私
た
ち
の
生
活
が
ど
の
よ
う
に
か
▽
申
込
み
11
電
話
で
広
報
課
市
民

か
わ
っ
て
い
る
の
か
を
考
え
る
機
相
談
担
当

(6
8
5
.
2
0
0
0
)
へ

会
と
し
ま
し
ょ

う
。
▽
日
程
・
内
容
II

別
表
の
と
お
り

▽
時
間
11
午
前
10

時

1
1
1時
45分

▽
会
場
11
市
役
所

5
階

505会
議
室

▽
講
師
11
山
崎
颯

秀
氏
（
一
橘
大
学

憲法講座日程表

平
和
事
業
「
映
画
の
集
い
」

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
平
和
の
貴
さ

「知る権利」と情報公開制度
ー表現の自由とブライパシーの権利一

「教育を受ける権利」と公教育行政
— 子どもの人権と成人の学習権一

生存権と社会保障・社会福祉
ー・・高齢化社会＂での人権の課題 一

講

演

会
憲法秩序と裁判所
-"司法権の独立＂への国民的監視のために一

地方自治と生存の権利
-•“草の根＂での憲法保障一

▽
申
込
み
11
71
月
28日
⑤
（
必
粕
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用

裏
面
に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
人
数

(
1枚
の
ハ
ガ

キ
で
4
人
以
内
）
を
、
返
信
用
表

面
に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
を
記

入
し
、
日
野
市
役
所
総
務
部
庶
務

課
(
〒
191神
明

1
の
12
の
1
)

へ

▽
問
合
せ
先
11
総
務
部
庶
務
課
(

内
線
432

朗

読

劇

一
枚
の
は
が
き
か
ら
、

あ
の
日
あ
の
と
き

8
.
1
5

映

画

会

済
大
学
教
授
）

▽
定
員
1170
人
※
甲
し
込
み
を

公
民
館
平
和
事
業

中
央
公
民
館
に
お
い
て
も
、
様

々
な
催
し
を
行
い
ま
す
。
あ
な
た

も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

戦
争
体
験
談
募
集

一
枚
の
は
が
き
か
ら
／
．

わ
た
し
の
戦
争
体
験
談
②

あ
な
た
の
戦
争
体
験
を
ほ
ん
の

少
し
、

1
枚
の
ハ
ガ
キ
に
書
い
て

送
っ
て
く
だ
さ
い
。
絵
や
短
歌
・
詩

な
ど
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
匿
名

で
も
結
構
で
す
。

▽
送
付
先
11
ハ
ガ
キ
で
7
月
30日

⑭
ま
で
に
、
日
野
市
中
央
公
民
館

「
一
枚
の
は
が
き
係
」
(
〒
191日

野
本
町
7
の
5
の
23)
へ

朗
読
を
聞
く

母
と
子
の

8
月
6
日

▽
日
時
1
1
8
月
6
日
⑪
午
前
10時

ー
正
午

▽
内
容
11
朗
読
「
ひ
ろ
し
ま
の
ピ

カ
」
「
お
こ
り
じ
そ
う
」
ほ
か

▽
出
演
11
朗
読
サ
ー
ク
ル
ひ
の

▽
対
象
11
親
子
。
小
学
生
の
み
も

可▽
定
員
1150人
※
申
し
込
み
を

▽
日
時
11
8
月
6
日
け
午
後
2
時

ー

4
時

▽
内
容
11
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
フ
ィ
ル

ム
「
生
き
て
い
て
よ
か
っ
た
」
（
監

瞥

・
亀
井
文
夫
）

▽
定
員
1170
人
※
申
し
込
み
を

星
空
映
画
会

▽
日
時
1
1
8
月
9
日
困
午
後
7
時

30分
1
9時
40分
※
雨
天
の
時
は

屋
内
で
実
施

▽
内
容
11
「
こ
の
子
を
残
し
て
」

（
監
督
・
木
下
恵
介
、
出
演
・
加

藤
剛
、
十
朱
幸
代
ほ
か
）

※
共
催
、
ひ
の
児
童
館

▽
日
時
11
8
月
15日
肉
午
後
2
時

1
4時

▽
会
場
11
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

▽
内
容
11昨
年
度
募
集
し
た
市
民

5
面
に
掲
載

▽
日
程
1
1
8
月
1
円
凶
ー
16日
困

▽
内
容
11
①
子
供
が
か
い
た
戦
争

囲
（
当
時
の
小
学
生
の
兄
弟
が
か

い
た
絵
）

②
戦
争
、
原
爆
を
描
い
た
子
供
の

本③
一
枚
の
は
が
き
か
ら
I
．
わ
た
し

の
戦
争
体
験
談
②
（
芸
時
の
標
準

服
な
ど
の
展
示
も
予
定
）

※
協
力
、
社
会
教
育
課
市
史
緬
さ

ん
担
当
・
日
野
図
書
館

以
上
朗
記
の
な
い
も
の
▽
会
場

11中
央
公
民
館
、
▽
問
合
せ
先
II

中
央
公
民
館

(
6
8
1
.
7
5
8
0
)

... ,．, 

食
戦
後

50年
記
念
平
和
事

業
・
ふ
る
さ
と
博
物
館

「
戦
争
資
料
展
」
は

4
.

展

ホ

こ
支
援
を
あ
り
か
と
う
こ
さ
い

ま
す
。
神
戸
が
、
今
ま
で
以
上

に
魅
力
あ
る
街
と
し
て
よ
み
が

え
る
よ
う
努
力
し
て
行
き
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
こ
支
援
を
頂

き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

平
成
7
年
7
月

神
戸
市
長
笹
山
幸
俊
」

i

震
災
復
興
協
力

7
 }

へ
の
礼
状
届
く

-

神

戸

市

長

か

ら

一
i

当
市
あ
て
に
、
神
戸
市
長
か

i

ら
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
の
復

i

興
協
力
へ
の
礼
状
が
届
き
ま
し

-
た
゜
文
面
は
次
の
と
お
り
で
す
。

i

「
日
野
市
の
皆
様
、
媛
か
い

▼
.
ーーーー、

．i
-ーで、

．―-
ー
一
言
ヽ

―
-
～
ー
、

•-
-
＿
-
‘9

-＿
ー
ー、

·―
ー
ー
ー

、

告
・
ヽ

•1
-—ー
ム
？
＿
―
―9
、

―
―
―
＿
▲
▼

-n
-
•▲▼

．＿
＿
ー
ー

、

•
―
―
1
-•
▲
7
-

―-
9
-

＝•
ム
▼

．―
-
ー
―
'

の
戦
争
体
験
談
を
元
に
し
た
朗
読

劇
。
バ
イ
オ
リ
ン
の
生
洞
奏
を
交

え
て
、

23歳
か
ら
88歳
ま
で
の
市

民
18人
が
熱
演

▽
構
成
・
指
導
11
大
多
和
男
氏

祠
劇
企
画
く
す
の
き
）

▽
音
楽
・
演
奏
11安
田
紀
生
子
氏

（
市
内
在
生
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
）

※
衣
装
協
力
、
リ
フ
ォ
ー
ム
日
野
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国
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一

で
「
ヨ
イ
コ
ド
モ
ハ
セ
ン
セ
イ
ニ
ョ
バ
屈

レ
タ
ラ
ハ
イ
ト
ヘ
ン
ジ
ヲ
シ
マ
ス
」
．

④
と
、
絵
を
交
え
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
叫

一

活

[
ズ

-

＿

る

生

＂

た
上
段
の
妻
へ
の
便
り
も
「
子
供
達
も
皆
～

;、語叫
i言

達
者
か
」
と
い
う
一
言
で
始
ま
り
、
妻
ヘ
一

5

の
い
た
わ
り
と
子
供
へ
の
愛
情
を
感
じ
取
一

シ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

｝
年
ヵ
争

9̀
心

9
5
0

料

戦

／

口

し
か
し
こ
の
よ
う
な
手
紙
は
、
す
べ
て
一

が
家
族
の
も
と
に
届
い
た
わ
け
で
は
あ
り
―

～

後

ま
せ
ん
で
し
た
。
手
紙
の
内
容
は
検
閲
を
一

～
戦
資

一

う

け

、

戦

場

の

つ

ら

さ

や

悲

惨

さ

を

訴

え

i

[

戦

場

か

ら

の

手

紙

た

手

紙

は

、

戦

争

遂

行

の

妨

げ

に

な

る

も

『

一

）
日
本
を
離
れ
て
遠
い
戦
場
に
赴
い
た
兵
の
と
し
て
廃
棄
さ
れ
ま
し
た
。
写
真
の
ハ

工
は
、
日
々
の
戦
い
の
中
で
、
故
郷
に
残
ガ
キ
の
裏
面
に
も
「
検
閲
済
み
」
の
印
が
押
[

一

し

た

家

族

や

友

人

に

想

い

を

は

せ

ま

し

た

。

し

て

あ

り

ま

す

。

一

＂
写
真
の
手
紙
は

1
9
4
3年
（
昭
和
18)

戦
場
の
兵
士
は
こ
の
よ
う
な
制
約
の
中
「
＂ 

一
に
中
国
に
出
征
し
た
同
家
が
、
日
本
の
家
で
ペ
ン
を
執
り
、
故
郷
と
の
連
絡
を
交
わ
)

す

叫
族
に
あ
て
た
便
り
で
す
。
ハ
ガ
キ
の
下
段
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
交
わ
さ
れ
た
手
紙
は
i

は
幼
い
子
供
達
（
た
ち
）
に
向
け
た
も
の
兵
士
に
と
っ
て
何
よ
り
の
心
の
安
ら
ぎ
に
＂
ま
し一て

＂
で
、
子
供
に
も
読
め
る
よ
う
に
カ
タ
カ
ナ
な
っ
て
い
ま
し
た
。
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一

広

一
7
月
1
7
日
＼
％
年
3
月
3
1
H

立
B
橋
が
交
通
規
制
さ
れ
ま
す

i

i
 叩

立
日
橋
南
半
分
の
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
▽
期
間
1
1
7
月
17日
同
ー
祁
年
3
月
31日
―

一

一

＂
＂
ル
の
軌
遺
桁
（
け
た
）
の
架
設
工
事
に
よ
⑪

u-

●
り
、
立
日
憾
の
交
通
規
制
を
次
の
と
お
り
▽
内
容
11
両
方
向
共
l
車
線
に
規
制

t

戸

行

い

ま

す

。

▽

問

合

せ

先

11東
京
都
道
路
モ
ノ
レ
ー
ル
血

一

ュ
ア
ワ
ー
な
ど
は
混
雑
建
設
事
務
所

(
6
2
5
.
9
8
1
1
)

一
朝
夕
の
ラ
ッ
シ

二
9
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
理
解
く
だ
さ
い
。

r
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1995年（平成7年）7月15日

第875号 てq、(2) 
市役所
代表電話 雪85-1111

投票所一覧表

こ
の
一
票

7
月
23日
⑪
は
参
議
院
議
貴
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
投
票
時
問

は
、
午
前

7
時
か
ら
午
後

6
時
ま
で
で
す
。
新
世
紀
を
迎
え
る
大

切
な
選
挙
で
す
。
あ
な
た
の
責
任
の
あ
る
貴
重
な
一
票
を
投
票
し

ま
し
ょ
う
。

今
回
の
参
議
院
議
曇
選
挙
は
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。
な
お
、

任
期
満
了
は

7
月
22日
出
で
す
。

投
票
で
き
る
方

投
票
す
る
た
め
に
は
、
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
以
前
に
日
野
市
で

投
票
し
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
住

所
な
ど
の
異
動
が
無
い
隈
り
そ
の

ま
ま
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
選
挙
で
新
た
に
日
野
市

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
方

は
、
①
昭
和
50
年
7
月
24日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
で
②
平
成

7
年

4
月
5
日
ま
で
に
日
野
市
に
転
入

届
を
出
し
、
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
、
投
票
日
ま
で
引
き
続
き

鱈聾翌碍『9圏--＿環し
疇駒豚：の渡函廿我椒連〗
—/＝＝ヽ／＝＝ -ヽ-`X二｀｀、今ヽ

7 月 16日～8 月 31 日•••期間中無休

投
票
の
仕
方

参
議
院
議
員
選
挙
は
、
「
東
京
都

選
出
議
員
の
選
挙
」
と
「
比
例
代

表
選
出
議
員
の
選
挙
」
と
が
あ
り

ま
す
。
①
ま
ず
初
め
は
「
東
京
都

選
出
議
景
」
の
投
票
用
紙
（
う
す

黄
色
）
に
は
、
侯
補
者
の
氏
名
を

一
人
書
い
て
く
だ
さ
い
。
投
票
所

に
掲
示
さ
れ
る
「
候
補
者
名
」
を

確
か
め
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

②
「
比
例
代
表
選
出
」
の
投
票
用

紙
（
白
色
）
に
は
、
政
党
等
の
名
称

か
略
称
を
―
つ
書
い
て
く
だ
さ

い
。
投
票
所
に
掲
示
さ
れ
る
「
政

党
等
の
名
称
・
略
称
」
を
確
か
め

て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
フ
ー
ル
が
、

7
月
16日
⑪

か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
大
・
小

の
プ
ー
ル
が
あ
り
、
ど
な
た
で
も

気
軽
に
使
用
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
大
プ
ー
ル
11
50
屈

X
17店
。
水

深

1
.
2屈
1
1
.
4試

不
在
者
投
票

投
票
日
当
日
、
次
の
よ
う
な
理

由
で
投
票
所
に
来
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
は
、
前
も
っ
て
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。
①
投
票
区
の
区

域
外
で
仕
事
を
す
る
予
定
の
方

②
や
む
を
得
な
い
用
務
や
事
故
の

た
め
日
野
市
外
に
滞
在
か
旅
行
中

の
方
③
病
気
な
ど
の
た
め
歩
行

が
困
難
な
方

▽
不
在
者
投
票
期
間
11
7
月
22日

出
ま
で

▽
時
間
11
午
前

8
時
30分
ー
午
後

5
時
※
土
曜
・
日
曜
日
も
同
じ

▽
場
所
11市
役
所

5
階

502会
議
室

▽
持
参
す
る
も
の
11
印
鑑
、
投
票

所
入
場
券
（
届
い
て
い
る
場
合
）

※
入
場
券
が
な
く
て
も
印
鑑
が
あ

れ
ば
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
旅
行
先
な
ど
の
住
所
を
お

聞
き
し
ま
す
の
で
こ
承
知
お
き
く

だ
さ
い
。

以
上
、
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局

(
6内
線

551.552)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

駒
形
の
渡
し
舟

市
民
プ
ー
ル
の
開
設
期
間
中
、

プ
ー
ル
南
側
の
浅
川
両
岸
を
結
ぶ

「
駒
形
の
渡
し
舟
」
を
運
行
し
ま

す
。
プ
ー
ル
を
利
用
し
な
い
方
で

も
乗
船
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

気
軽
に
夏
の
風
情
を
味
わ
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

▽
運
行
日
時
11市
民
プ
ー
ル
開
設

日
の
午
前
9
時
ー
午
後
4
時
45分

に
随
時
運
行

※
悪
天
候
や
増
水
時
に
は
運
行
中

止
も
あ
り
ま
す
。

▽
使
用
料
金
11
無
料

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月

決
め
ら
れ
た
期
日
ま
で
に
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
し
ま
う

と
、
将
来
受
け
る
年
金
の
額
が
少

な
く
な
っ
た
り
、
万
一
の
保
障
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

， 
多
多

多ヽ
多
後
多
多
多
多
後
/ ／ 

◄ 多／ 
小後
プ多
I 
/ / 
多ル多
で参
は後お、
父参
さ後
ん多
が多
名
/ 
グ

の事 小時校料亨い鱈;1- ＿ 胃□
付項 銭間生金内▽時時時▽へ日 ▽ プ※ 210 ▽ 多
き 11 を単以 11 190所間間 1使期（日）開 l 幼店・小 9
添 ① 大、位上中番在もに午用間＼設）レ児 I4プ

／ / 
グ

い幼 -
が児用

。；学地地含は後時中 8期とプ 1認 l 多
自 200生先 II み更 5間無 間な l ・゚ル、

必に 意動円以 川ま衣時 II休月 II りル 3水 Ii
/ 
多

要は く券＾下 辺すな＾午 -317まは
多

屈深 25多
で高 だ売い： 堀-ど使前 日月す簡 l i1 参
す校 さ機ず 100 之 の用 9 （木） 16 ゜易 • X 多多

後
おりコヘは ② 参
願まイ入‘水ヽ
いすンれ原着後
しの口ま則
までッせと

を参

す‘力んし
着 9

100 l③て 用ヽ
円をリプ

し多グ
玉設夕 lて多多
の置 lルい'
用しンサな/
意て式イ 多い/
をあのド方後

多
多
多

’ 多
多
多
多
多
多

後多

以
上
▽
問
合
せ
先
11体
育
課
6

内
線

541／
市
民
プ
ー
ル

(683.

5
4
4
0
)
 
,
 
．．
 
＇ 

こ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

便
利
で
納
め
忘
れ
の
心
配
が
な
い

口
座
振
替
を
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
、
年
金
手
帳
と
納
入

通
知
書
、
預
金
通
帳
、
印
鑑
が
あ

れ
ば
市
内
の
金
融
機
関
で
簡
単
に

で
き
ま
す

（郵
便
局
で
は
扱
っ
て

い
ま
せ
ん
）
。

▽
問
合
せ
先
11
保
険
年
金
課
6
内

線

258恩
給
法
の
改
正
に
よ
り
、

傷
病

賜
金
（
目
症
）
の
支
給
要
件
が
緩

和
さ
れ
、
下
士
官
以
下
の
旧
軍
人

で
公
務
に
よ
り
受
傷
し
、
そ
の
障

害
の
程
度
が
第

1
目
症
ま
た
は
第

2
目
症
で
あ
る
方
に
、

傷
病
賜
金

（
一
時
金
）
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
支
給
額
は
、
第

1
目
症

4
万
8
千
円
、
第

2
目
症

3
万
2
千
円
で
す
。

な
お
、
過
去
に
傷
病
恩
給
や
傷

病
賜
金
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方

は
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

請
求
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
東
京
都
橿
祉
局
援
護
福
祉
課

(
6
0
3
.
5
3
2
0
.
4
0
7
8
)
 

／
市
社
会
福
祉
課

(
6内
線

223)へ。

t
 .. 
t
 .. 
9
 .. 
I
 .. 
1
 .. 
1
 .. 
1
 .. 
,
 .. 
,
 .. 
t
 .. 
9
 .. 
I
 

東
京
都
で
は
、
駅
前
放
置
自
転

車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
標
語

（
来
年
度
使
用
の
標
語
）
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

奮
っ
て
こ
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
資
格
11都
内
在
住
・
在
勤

•
在
学
者

▽
応
募
方
法
11
7
月
31日
向
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。
標

語
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
及
び

募
集
を
何
で
知
っ
た
か
、
さ
ら
に

都
外
居
住
者
の
場
合
は
、
勤
務
先

ま
た
は
通
学
先
の
名
称
と
所
在
地

駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
標
語
を
募
集

を
記
入
し
、
東
京
都
生
活
文
化
局

総
務
部
交
通
安
全
対
策
室
(
〒

163

1
01
新
宿
区
西
新
宿

2
の

8
の

1
)

へ

▽
選
考
11
駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ

ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
委
員
で

構
成
さ
れ
る
選
考
委
員
会
に
お
い

て
、
入
選
作
品
16点
の
選
考
を
行

い
ま
す
。
入
選
者
に
は
賞
状
及
び

知
事
賞
が
贈
呈
さ
れ
ま
す

日野第四小学校

日野第一中学校

日野第一小学校

東光寺小学校

日野台地区センター

日野第三小学校

日野第二中学校

日野第二小学校

日野第八小学校

程久保小学校

七生中学校

平山小学校

三沢台小学校

日野第五小学校

日野第六小学校

旭が丘小学校

南平小学校

潤徳小学校

百草台小学校

日野第三中学校

日野第四中学校

滝合小学校

日野第七小学校

大坂上中学校

国民年金

保険料は

便利な

▽
17日
11
都
立
七
生
養
護
学
校
落

成
・

20周
年
記
念
式
典
（
同
校
）
に

祝
辞
▽

19
日
11都
市
町
村
協
議
会

（都
庁
）
に
出
席
▽

21日
11
市
長
相

談
日

(1
件
）
▽

22日
11
市
議
会
本

会
議

（審
査
報
告
、
議
案
上
程
、請

願
上
程
）
に
出
席
▽
24日
11市
民

自
治
学
園
開
講
式
（
庁
内
会
議

室
）、日
野
市
公
共
住
宅
自
治
会
協

議
会
（
庁
内
会
議
室
）
に
挨
拶
（あ

い
さ
つ
）
▽
29
日
11
四
市
収
益
事

業
組
合
理
事
会
、
東
京
都
三
多
摩

地
域
廃
棄
物
広
域
処
分
組
合
臨
時

理
事
会
（東
京
自
治
会
館）
に
出
席

男
の
料
理
教
室

▽
臨
時
休
業
日

1
1
8

月

8
日

g
.
9日
困

（
い
ず
れ
も
仮
設
炉

へ
の
切

Q
畜
え
工
事

の
た
め
）

▽
問
合
せ
先
11南
多
摩
斎
場
組

合

(
C
0
4
2
7
.
9
7
.
7
6

4
1
)
 

▽
日
時
1
1
7月
22日
出
午
前
10

時
ー
正
午

▽
会
場
11
中
央
公
民
館

▽
内
容
11
中
華
料
理

▽
講
師
11鈴
木
直
美
氏

▽
定
員
11
20人

▽
費
用
11400
円

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
11
日
野

市
社
会
福
祉
協
議
会
老
人
部
会

(
6
8
2
.
2
3
1
9
)
 

ワ
ー
ク
・
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
募
集

日
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ

ン
タ
ー
で
は
、

夏
の
体
験
学
習

の
一
環
と
し
て
、
ワ
ー
ク
・
キ

温云'〗合82-2319 ~ 
‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘ 

ャ
ン
プ
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
禍
祉
施

設
に
宿
泊
し
、
障
害
を
持
っ
た

人
た
ち
と
作
業
を
し
な
が
ら
交

流
を
深
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
体
験
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

＊
太
陽
の
家
ワ
ー
ク
・
キ
ャ
ン

プ▽
日
程
11
8
月
3
日
困
1
6日

、
|
．日

9
_
L
`
 
▽
場
所
11太
陽
の
家
（
西
多
摩

郡
日
の
出
町
）

＊
緑
の
牧
場
ワ
ー
ク
・
キ
ャ
ン

プ▽
日
程
11
8
月
13日
⑪
1
1
6日

困
／
16日
困
ー
19日
出

(1
週

間
を
通
し
て
の
参
加
も
可
）

▽
場
所
11
緑
の
牧
場
学
園
（
長

野
県
北
佐
久
郡
浅
科
村
）

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
対
象
lI

中
・
高
生
▽
費
用
11約
7
千
円

▽
申
込
み
1
1
7月
28日
⑥
ま
で

に
日
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ

ン
タ
ー
（
6
8
2
.
2
3
1
8
)
へ

石田430

日野本町7-7-7

日野本町2-14-l

新町3-24-l 

日野台4-17 

日野台2-| 

多摩平4-5-2

東豊田2-14-1

三沢200

程久保1-14-2

南平6-7-1

平山4-8-6

百草896-1

多摩平6-21 

多摩平3-2| 

旭が丘5-21-l

南平4-18-1

高幡402

百草999

程久保650

旭が丘2-42

西平山2-3-1

神明3-2

大坂上4-17-1

傷
病
賜
金
（
目
症
）
の

支
給
要
件
が
緩
和

対
象
者
は
請
求
を

日
野
市
に
住
ん
で
い
る
方
で
す
。

•t•t• 

_
I
‘
、て9'

11
7
月
29日
出

i
郡
年
11月
末

こ
ろ
▽
火
葬
時
間
帯
の
変
更
1
1
8月

i

南
多
摩
斎
場
組
合
で
は
、
増

一一
改
築
工
事
の
た
め
、
式
場
及
び

霊
女
室
の
利
用
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、

仮

設
炉
へ
の
切
り
替
ぇ

南

多

摩

斎

場

組

合

か

ら

工
事
に
伴
い
、
火
葬

~
…
…
…
…
•
…
…
…
…

•お
知
ら
せ

時
間
帯
が
変
更
に
な

り
ま
す
。

大
変
こ
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

11日
⑥
か
ら
午
前
9
時
…
4
件

す
が
、
こ
了
承
く
だ
さ
い
。

／

正
午
…
4
件
／
午
後

2
時
…

▽
式
場
・
霊
安
室
の
休
止
期
間

4
件
i
'し9
ャ

▽
そ
の
他
11応
勢
作
品
は
未
発
表

の
も
の
に
限
ら
れ
、
入
選
作
品
の

著
作
権
は
、
東
京
都
に
帰
属
し
ま

す▽
問
合
せ
先
11
都
生
活
文
化
局
総

務
部
交
通
安
全
対
策
室

(
6
0
3
.

5
3
8
8
.
3
1
2
6
)
 

卜

※
各
時
間
帯
と
も
30分
以
内
に

到
着
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

、,0し

生かして迎える新世紀

● ● ●9 99 9■ 

I 

l -1 

： ・ミ曜

， 臼産業経済課 S^ 9•1 -2 111 ' ' ’ ' 
I 

I 



(3) 
』k,$t浴

＇｛^喜
1995年（平成7年）7月15日てq、第875号

電話で聞ける市政情報（罰雷亘手悶月 9:00~20:00 
1!0120-042586（無籾）

9 : 00-17 : 00 
年末年始を除く ） 

▽
対
象
1
1
初
回
接
種
…
平
成
6
年

12月
31日
以
前
に
生
ま
れ
た
満
7

歳
6
カ
月
未
満
（
接
種
当
日
）
で
、

初
回
接
種
が
終
わ
っ
て
い
な
い
お

子
さ
ん
／
追
加
接
種
…
初
回
接
種

終
了
後
1
年
以
上
経
過
し
、
追
加

接
種
を
受
け
て
い
な
い
満
7
歳

6

カ
月
未
満
（
接
種
当
日
）
の
お
子

さ
ん
▽
接
種
方
法
1
1
初
回
接
種
…
21日

以
上
56日
以
内

(
3週
1
8週）

の
間
隔
で
3
回
接
種
／
追
加
接
種

…
初
回
接
種
後
1
年
か
ら
1
年
6

カ
月
の
間
に
1
回
接
種

9
ら
t
0
9
0ヽ
0
,
0ヽ
0
、
”
a
'
°
`^
'
゜
｀

b

込
｀
4
て
0
-
、
,
~

▽
訪
問
日
時
11
月
曜

1
士
曜
日
▽
対
象
11
寝
た
き
り
老
人
と
そ
▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
11
健
康
一

午
前
9
時
ー
午
後

4
時

れ

に

準

じ

る

方

の

家

庭

看

護

者

課

(
6
8
1
.
4
1
1
1
)

▽
指
導
・
相
談
内
容
1
1
入

浴

・

寝

た

き

り

老

人

の

家

庭

看

護

に

つ

い

て

保
健
婦
等
が
訪
問
指
導

衣
服
の
交
換
方
法
、
排
せ
つ
の

世
話
、
食
事
、
介
護
用
品
ほ
か

,
‘
電
'
,
.
‘
,
．
ヽ
・
i:k'
2
月
28日
生
ま
れ
の
子
と
親

▽
内
容
11
離
乳
食
の
進
め
方
の
講

話
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

▽
定
員
1
1
先
着
25人

▽
申
込
み
11
電
話
で
健
康
課

(
6

8
1
.
4
1
1
1
)

へ

日
野
保
健
所
で
は
、
専
門
医
師

を
招
い
て
次
の
と
お
り
講
演
会
を

行
い
ま
す
。

「
思
春
期
」
の
子
供
を
取
り
巻

く
諸
問
題
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
1
1
8
月
7
日
回
午
前
10時

¥IE午

▽
会
場
1
1
日
野
保
健
所

▽
内
容
11
①
心
の
悩
み
で
不
登
校

の
子
供
の
実
態
と
理
解
②
摂
食

障
害
や
疾
病
で
苦
し
む
子
供
の
家

庭
や
学
校
で
の
対
応
と
、
医
療
現

場
か
ら
の
提
言

日
野
保
健
所
で

思
春
期
講
演
会

三
種
混
合
・
麻
し
ん
（
は
し
か
）

・
風
し
ん
・
日
本
脳
炎
の
予
防
接

種
を
行
っ
て
い
ま
す
。
直
接
医
療

機
関
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

八
三
種
混
合
＞

八
日
本
脳
炎
＞

▽
対
象
1
1
第

1
期
初
回
接
種
…
平

成
3
年
12月
31日
以
前
に
生
ま
れ

た
満

7
歳

6
カ
月
未
満
（
接
種
当

日
）
で
、
初
回
接
種
が
終
わ
っ
て

い
な
い
お
子
さ
ん
／
追
加
接
種
・
・
・

初
回
接
種
終
了
後
約

1
年
経
過

し
、
追
加
接
種
を
受
け
て
い
な
い

満
7
歳
6
カ
月
未
満
（
接
種
当
日
）

＇

►

ー

▽
講
師
11
中
根
晃
氏
（
元
梅
ヶ
丘

病
院
長
、
小
児
精
神
科
医
師
）

▽
問
合
せ
先
1
1
同
保
健
所
保
健
サ

ー
ピ
ス
課

(
6
9
1
.
1
1
5
1
)

離
乳
食
教
室

赤
ち
ゃ
ん
が
母
乳
や
ミ
ル
ク
以

外
の
食
品
に
慣
れ
、
食
事
の
習
慣

を
つ
け
る
準
備
の
離
乳
食
を
順
調

に
進
め
て
ゆ
く
た
め
に
、
「
離
乳
食

教
室
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
8
月
8
日
ぬ
午
前
10時

1
1
1時
30分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
1
1
平
成

7
年
1
月
1
日
1

▽
対
象
11
平
成
5
年
6
月
1
日
ー

平
成
6
年
6
月
30日
生
ま
れ
の
お

子
さ
ん

の
お
子
さ
ん

▽
接
種
方
法
1
1
第

1
期
初
回
接
種

…
1
週
ー
4
週
の
間
隔
で
2
回
接

種
／
追
加
接
種
…
初
回
接
種
終
了

後
約

1
年
経
過
後
に
1
回
接
種

以
上
い
ず
れ
も
▽
実
施
日
時
11

年
間
を
通
し
実
施
し
、
時
間
は
事

前
に
各
医
療
機
関
に
確
認
を

▽
実
施
場
所
1
1
別
表
の
医
療
機
関

▽
注
意
11
①
「
予
防
接
種
と
子
ど

9

9

,

9

*

 

予防接種実施医療機関一覧表

視
覚
障
害
者
の

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
講
習
会

東
京
光
の
家
で
は
、
視
覚
障
害
▽
内
容

IICD視
覚
障
害
者
へ
の
基

者
の
介
護
等
の
実
際
を
学
ぶ
、
ガ
本
的
な
接
し
方

②
介
添
え
の
仕

イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
講
習
会
を
行
い
ま
方
の
実
習

す
。
奮
っ
て
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
定
員
1
1
先
着
20人

▽
日
時
1
1
8
月
24日
困
、

31日
困
▽
申
込
み
先
11
社
会
福
祉
法
人
東

午
後
1
時
1
4時
30分
京

光

の

家

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

委

員

会

▽
会
場
11
東
京
光
の
家
講
堂

(
6
8
1
.
2
3
4
0
)

81-3353 

゜ ゜91-2001 0
1
0
 
゜゚゚84-1313 

゜゚ ゜81-0477 

゜゜86-1061 

゜つ
ば
さ
学
園
や
ま
ば
と
学
級

（
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）で

は
、
映
画
会
を
行
い
ま
す
。
こ
の
映

画
会
は
、
聴
覚
障
害
の
方
に
も
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
字
幕

付
き
で
す
。ぜ
ひ
こ
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
身
体
障
害
者
で
送
迎
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、

1
週
問
前
ま

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
7
月
31日
回
午
後
1
時

30分
か
ら

▽
会
場
1
1
つ
ば
さ
学
園

▽
内
容
11
『若
者
た
ち
』
（
監
督

・

91-4621 

゜ ゜

一般 2,500円
紺学案 2,000円

◇発売中◇
※文化庁平成7年度優秀舞台芸術公演奨励事業指定作品

:： 

森
川
時
久
、
出
演

・
田
中
邦
衛
、

山
本
圭
、
佐
藤
オ
リ
エ
ほ
か
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
1
1
同
学
園

同
学
級

(
6
8
2
.
3
4
0
0
/
F

A
X
8
2
.
3
4
0
1
)
 

7.27（木
午後6時30分開演
S席 3,000円
A席 2,000円
B席 1,500円

泌

尿

器

科

,

.

i

1

,

．

,

1

.

，
L

,
．．
．,＇
ー
ー
・
・

一

』
昌
｀

．

.

.

.

.

.

,

＇

，
 

日野医院 （外・内・呼消科）
日野本町4-3 - I ff8 I -0309 

至
八
王
子
駅

眼

科

字

O
O
O留
因
口
企

31
日
に
「
若
者
た
ち
」
を
上
映

（注）診療科目は変更される場合があります。事前に
急息テレホンセンター
（日野消防署 合81-0119)へお問い合わせを。

2
2
出

外

科

（
午
後
・
夜
）
外
科

（午
前
）
児
・
外
科

内

科

内

科

内

科

内

科

内 内外

28
面

27
困
26
困
2
5
g
 

24
囲

29
出

外

科

眼

科

（
夜
）
児
・
内
・
整
形
外
科

（
午
後
）
整
形
外
科

（
午
前
）
児
・
整
形
外
科

眼

科
外

科

整

外 内 内
科

内 内 内外

科科

至高幡

八
麻
し
ん
＞

▽
対
象
11
平
成
6
年
6
月
30日
以

前
に
生
ま
れ
た
満
7
歳

6
カ
月
未

満
（
接
種
当
日
）
の
お
子
さ
ん

八
風
し
ん
＞

も
の
健
康
」
（
お
持
ち
で
な
い
方
は

健
康
課
、
市
民
相
談
、
七
生
・
多
摩

平
両
支
所
窓
口
で
）
を
読
ん
で
か

ら
接
種
を
、
お
読
み
で
な
い
場
合

は
接
種
で
き
ま
せ
ん

②
母
子
健

康
手
帳
の
持
参
を

③
予
診
票
は

各
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す

④
検

湿
は
各
医
療
機
関
で
行
い
ま
す

詳
し
く
は
健
康
課

(6
8
1
.
4
1

ー

1
)へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

歯
プ
ラ
シ
教
室

④
も
ぐ
も
ぐ
ク
ラ
ス

▽
日
程
1
1
8
月
23日
困

叉
対
象
1
1
7
カ
月
児
※
平
成
6
年

11、
12月
、
平
成

7
年
1
月
生
ま
れ

④
は
み
は
み
ク
ラ
ス

▽
日
程
11
8
月
27日
困

▽
対
象
1
1
1
2
カ
月
児
※
平
成
6
年

6
、
7
、
8
月
生
ま
れ

以
上
▽
時
間
11
①
午
前
10時
30

分
②
11時
③
11時
30分
④
正
午

▽
申
込
み
1
1
7
月
25日
画
ま
で
に

電
話
で
健
康
課

(
6
8
1
.
4
1
1

1
)
へ
※
申
込
多
数
は
抽
選

゜゚

予
防
接
種
1
1
纂
料

II

0
1
0
 

91-5216 

81-2204 

81-0433 

0
-
0
 

゜

゜
゜
゜゚
゜゚
゜゚
゜
゜゚
゜
゜゚

81 -0474 

゜゚゚゜゜83-1030 

85-2591 

81-0158 

0
1
0
 

゜
゜
゜
゜01
0
 

010 

゜゚81-2677 

゜゚゜゚゜85-1731 

゜゚゚ ゜゚93-7888 

゜゚゚゜゚84-6002 

外

科

形

91 -2852 ゜゚゚゚
0
-
0
 

0
1
0
 

0
1
0
 8 I -2525 

゜゜゚゜゚86-7725 

゜81-6175 ゜゜゚゜゚91-3600 

゜゚
0 

゜゚93-1661 

゜゜84-2877 

゜
0
I
O
 

号
0

0

 
91-1312 

゜゚゜゚゚81-0504 

゜゚゜゚゜84-5633 

゜゜゚゜※通知ハガキには記載されておりませんが、 岩崎小児科でも日本脳炎は
実施します。

科 I科科

外

科

外

科
外

科

外

科

内

科

科 I科 科 I科

内

科
外

科

外 外I外

科 I科 I科

内

科

午後 7時30分～10時30分

内科・小児科

日野本町 1-7-2生活・保健セ ンター分室

云84-1661

午前10時一午後 5時
（受付は午前 9時～午後 4時）

八王子市平岡町18-3八王子市保健センター
ff0426-25-9128 

多摩市関戸4-19-5多摩市立健康センター
ft0423-76-9111 

日野田中病院（内・胃消科）
豊田3-40-3ff84-5251 

豊田駅

西島医院（児・内科）
栄町 I-3 -9 ftSl-2525 

小林医院（児・内科）
豊田4-34-4 ff81-0433 

百

塩谷医院（内・児・胃科）
日野1077-33ft81-0158 

橋

牛尾医院 （児・内科）
平山 6-5 -13 ft9l -2001 

京王線 平山城址公園駅

至
南
平
駅



(5) ~ <T¥1 995:;;~:7月 15 日
電話で聞ける市政情報月曜～土曜日 9 :00_20:00 
合0120-042586（無料） （日曜日乱羹土晶溢度～17:oo) 

展
示
の

芦
の岱’心
..;,'ft,<<> 

◇会場＝ふるさと博物館 （案内図参照）

◇時問＝午前 9時～午後5時

（入館は午後4時30分まで）

◇観覧料＝一般100円、小・中学生と高校生は

50円 （市内在住・在学の小・中学

生と高校生は無料）

▽
テ
ー
マ
11
『
自
然
の
色
ー
郷

土
の
自
然
か
ら
に
じ
む
色
i
』

▽
日
程
1
1
8
月
31日
困
ま
で

▽
会
場
11
同
博
物
館
1
階
展
示

室▽
休
館
日
11
毎
週
月
睛
日

▽
内
容
11
私
た
ち
の
著
ら
し
の

風
景
を
構
成
す
る
「
色
」
を
取
り

上
げ
、
特
に
自
然
の
色
を
持
つ

美
し
さ
、
不
思
議
さ
、
面
白
さ
を

通
じ
て
、
人
間
の
暮
ら
し
と
郷

士
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
し
ま

す〶
自
然
を
撮
る1
植
物
写
真
に

つ
い
て
1

▽
日
時
1
1
7
月
23日
⑪
午
後
1

時
30分
1
4時
30分

▽
内
容
11
栖
物
写
真
の
撮
影
の

▽
テ
ー
マ
11
戦
後
50年
記
念
平

和
事
業

『戦
争
資
料
展
』

▽
日
程
11
7
月
18日
囮
ー
8
月

19日
出

▽
会
場
11
同
博
物
館
2
階
講
座

室▽
休
館
日
11
毎
週
月
曜
日
、

7

月
23日
⑪

▽
内
容
11
市
民
の
方
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
戦
争
関
連
資
料
を
も
と

に
、
今
ま
で
の
第
1
回
展
示
『戦

案
至立JII で

甲州街道

資

料

展

7
月

18
日

S

8
月

19
日

④
戦
争
の
痕
跡
を
巡
る

▽
日
程
・
場
所
H

①
7
月
22日

ふ
る
さ
と
博
物
館
で
は
8
月
31日
因
ま
で
、
企
画
展
『自
然
の
色
ー
郷
士
の
自
然
か
ら
に
じ
む
色
ー
』

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
企
画
展
で
は
、
私
た
ち
は
暮
ら
し
を
取
り
巻
く
自
然
に
見
ら
れ
る
様
々
な
色
を

大
地
の
色
、
生
物
の
色
、
人
間
の
蓉
ら
し
の
中
に
見
ら
れ
る
色
と
い
っ
た
視
点
か
ら
紹
介
し
ま
す
。
さ

て
我
が
ま
ち

「ひ
の
」
は
ど
の
よ
う
な
色
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

色
と
り
と
り
の
自
然

生
命
の
営
み
の
舞
台
で
あ
る
大

地
の
色
は
、
一
様
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
独
特

な
地
質
が
あ
り
、
土
や
石
の
成
分

に
よ
っ
て
赤
、
宵
、黄
、緑
、黒
な

ど
、
様
々
な
色
合
い
を
帯
ぴ
、
地

域
に
よ
り
異
な
っ
た
来
観
を
生
み

出
し
ま
す
。
日
野
市
域
で
は
、
地
表

に

「黒
ボ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
黒
土

が
あ
り
、
そ
の
下
の
地
表
近
く
に

は
立
川
ロ
ー
ム
層
、
武
蔵
野
ロ
ー

ム
層
、
下
末
吉
ロ
ー
ム
層
な
ど
火

色
鮮
や
か
な
チ
ョ
ウ
。
そ
の
色
ら
身
を
守
る
た
め
、
ま
た
雌
や

あ
い
や
、
模
様
、
形
に
は
そ
れ
ぞ
雄
を
話
う
た
め
な
ど
、
自
然
界

れ
意
味
が
あ
り
ま
す
。
外
敵
か

．の
中
で
生
き
、
そ
し
て
子
孫
を

屑

し
か
た
や
楽
し
み
方
に
つ
い
て

▽
講
師
11
宮
城
六
郎
氏
（
自
然

科
学
写
真
協
会
会
曇
）

④
緑
の
社
会
ー
植
物
群
落
の
成

り
立
ち
＼

▽
日
時
1
1
8
月
20日
⑪
午
後
2

時
i
4時

▽
内
容
11
日
野
市
域
の
植
物
の

構
成
の
特
徴
を
ス
ラ
イ
ド
等
で

紹
介

体
験
学
習
会

▽
日
時
1
1
8
月
30日
困
午
後
ー

時
30分
ー
4
時

▽
内
容
11
植
物
の
色
を
抽
出
す

る
実
験

▽
定
員
11
20人

以
上
、講
演
会
、
体
験
学
習
会

共
に
▽
申
込
み
11
電
話
で
ふ
る

さ
と
博
物
館

(
6
8
3
.
5
1
0

0
)

へ
時
下
の
著
ら
し
』
と
第
2
回
展

示
『出
征
兵
士
の
戦
争
体
験
』を

併
せ
た
形
で
展
示

体
験
学
習
会

内 図

講

演

会

至豊田

JR日野駅から徒歩12分

京王パス高幡不動一平山城址公園系統ふるさと博物館前下車

京王パス高幡不動一日野駅系絞実践女子短大前下車徒歩 1分

濠車は市役所の駐車場をご利用ください。 幽
か
贔

g
c

山
の
墳
火
に
よ
る
赤
味
を
帯
び
た

ロ
ー
ム
屈
が
た
い
栂
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
深
く
に
は
こ
の
付
近

が
海
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
上
総

晒
群
（
か
ず
さ
そ
う
ぐ
ん
）
が
あ

り
、
見
慣
れ
た
「
土
」に
も
実
は
様

々
な
色
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
土
の
色
が
植
生

を
始
め
と
す
る
自
然
体
系
の
埜
と

な
っ
て
、
地
域
独
特
の
景
観
（
色
）

を
乍
り
出
し
て
い
く
の
で
丈

g.，
日
野
本
町
方
面

30日
⑮
：
高
幡
方
面

芝
時
間
11午
前
9
時
i
正
午

▽
内
容
11
市
内
に
残
さ
れ
た
戦

争
関
連
の
場
所
を
訪
ね
る

▽
案
内
人
11①
谷
春
雄
氏

②

小
林
和
男
氏

▽
定
員
11
各
回
30人

玉
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ

▽
日
時
1
1
8
月
5
日
出
午
後
1

時
ー
4
時

▽
内
容
11
戦
争
体
験
を
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
次
世
代
に
語

り
伝
え
て
い
く
会

▽
会
場
11
市
役
所
1
階
101会
議

室
以
上
▽
申
込
み
11
電
話
で
ふ

る
さ
と
博
物
館

(6
8
3
.
5
1

0
0
)

へ

ふるさと博物館
合 83・5100

②

7
月

企

画

展

8
月

31
日

ま

▽
講
師
11
富
士
痙
氏
（
三
中
揺

託）
以
上
▽
定
員
ー
各
50人

企画展・資料展の問合せ先

▲ 「赤紙」

一

残
す
た
め
様
々
な
工
夫
が
さ
れ

て
い
ま
す

戦
時
下
の
暮
ら

L

＂ ウラペニカスリタテ Jヽ

＂ キンポシヒ ョウ モン

キシタアゲハ

〶
色
で
身
を
守
る
方
法

よ
う
に
な
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
科
学
が
発
達

し
た
今
日
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に

は
様
々
な
人
H
の
色
が
満
ち
あ
ふ

れ
、
そ
れ
ら
は
私
た
ち
の
生
活
を

鳥

や

花

や

虫

な

ど

は

、

色

を

媒

取

り

巻

く

色

彩

や

、
自
然
の
風
景

介

と

し

た

様

々

な

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

の

色

彩

ま

で

を

も

塗

り

替

え

よ

う

シ

ョ

ン

を

相

互

に

取

り

合

っ

て

い

と

し

て

い

ま

す

。

ま
す
。
例

え

ば

、

虫

媒

花

や

鳥

媒

本

企

画

展

で

は

、

こ

う

し

た

色

花
と
呼
ば
れ
る
種
類
の
植
物
は

、

と

共
に
歩
ん
で
き
た
人
問
の
歴
史

花
び
ら
の
表
面
に
色
素
を

集

め

て

に

も

触

れ

な

が

ら

、

自

然

の

色

を

目

立

つ

色

を

作

り

、

鳥

や

昆

虫

の

見

つ

め

直

し

、

人

問

と

自

然

と

の

目

を

引

く

工

夫

を

し

、

彼

ら

に

花

か

か

わ

り

方

、

郷

士

の

自

然

に

つ

粉

を

運

搬

し

て

も

ら

っ

て

子

孫

を

い

て

取

り

上

げ

て

み

ま

す

。

増
や
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、

日
野
を
描
い
た
絵
画
も

ま

た

人

間

に

は

見

え

な

い

色

で

展

示

し

ま

す

。

／□[
i
l
I

/
~
冑

終
戦
か
ら
50年
の
節
目
に
当
た
る
本
夏
、
ふ
る
さ
と
博
物
館

で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
戦
争
関
連
資

料
を
も
と
に
、

7
月
18日
g
ー
8
月
19日
出
ま
で
戦
後
50年
記

念
平
和
事
業

『戦
争
資
料
度
』
を
開
催
し
ま
す
。
＿
一度
と
あ
の

よ
う
な
惨
禍
を
繰
り
返
さ
ぬ
よ
う
、
平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
て

な
る
べ
く
た
く
さ
ん
の
方
に
、
特
に
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
の

方
々
に
こ
黄
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昭
和
12年
(
1
9
3
7
)
7月
の

慮
溝
橘
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
中

国
と
の
全
面
戦
争
で
あ
る
日
中
戦

争
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
昭

和
16年
(l
9
4
l
)
1
2月
8
日、

日
本
は
つ
い
に
、
ア
メ
リ
カ
や
イ

ギ
リ
ス
な
ど
の
連
合
国
、
そ
し
て

ア
ジ
ア
と
太
平
洋
諸
地
域
の
人
々

を
巻
き
込
ん
だ
、
凄
惨
（
せ
い
さ

ん
）
を
極
め
た
泥
沼
の
戦
い
で
あ

る
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
ま
し

こ。ナ
も
と
も
と
資
源
の
少
な
い
日
本

は
、
国
民
の
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集

中
し
て
戦
争
に
あ
た
ら
ね
ば
な
ら

ず
、
ま
さ
に
国
家
を
総
動
曇
し
て

す
べ
て
が
軍
需
に
投
入
さ
れ
ま
し

た
。
国
民
徴
用
令
に
よ
っ
て
、
労

働
者
の
軍
需
産
業
へ
の
徴
用
が
定

め
ら
れ
、

中
学
生
以
上
の
学
徒
や

未
婚
女
性
な
ど
が
強
制
的
に
軍
需

産
業
へ
動
呉
さ
れ
ま
し
た
。

戦
時
中
は
華
美
な
服
装
が
禁
止

さ
れ
た
た
め
、
男
は
国
民
服
（
写

真
、
女
は
標
準
服
と
し
て
地
味
な

色
合
い
の
モ
ン
ペ
が
政
府
に
よ
っ

て
推
奨
さ
れ
ま
し
た
。

物
資
の
欠
乏
も
は
な
は
だ
し
く

米
を
始
め
と
し
て
砂
糖
、マ
ッ
チ
、

み
そ
、
し
ょ
う
ゆ
、
各
稗
衣
料
に
至

る
ま
で
、

多
く
の
生
活
必
需
品
が

配
給
制
・切
符
制
と
さ
れ
た
た
め
、

市
民
生
活
は
た
く
さ
ん
の
制
約
を

受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
供
出
に
よ
っ
て
金
属
類
が

不
足
し
た
た
め
、
陶
製
の
混
た
ん

ほ
や
紙
製
の
洗
面
器
な
ど
、
人
々

は
代
用
品
に
よ
る
生
活
を
余
渡
な

く
さ
れ
ま
し
た
。

杢
4
月
4
日
の
空
襲
の
こ
と

日
野
に
も
空
諜
が
あ
っ
た
こ
と

を
こ
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

昭
和
20年

(
1
9
4
5
)
4月

4
日
に
、
都
心
及
び
多
摩
地
区
の

広
範
囲
に
わ
た
っ
て
空
嬰
が
あ

り
、
日
野
で
は
30人
近
い
人
々
が

亡
く
な
る
と
い
う
、
市
域
最
大
の

空
製
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
、
米
B
2
9爆
撃
機
は
七

生
村
方
面
か
ら
侵
入
し
、
ま
ず
南

J
R中
央
線
日
野
駅
近
く
の
矢

の
山
公
園
に
あ
る
慰
孟
塔
に
は
、

日
中
戦
争
や
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争

で
亡
く
な
ら
れ
た
、

1
日
野
町
・

七
生
村
の
方
々
の
名
前
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。
多
く
の
方
々
が
日
野

か
ら
も
出
征
し
て
い
き
、

貴
い
命

1

-i
-

――-＝-――
1

迄
蘊

｀i
賛椙

-j.

r,
 

平
の
八
坂
神
社
付
近
に
3
発
の
爆

弾
を
落
と
し
た
後
、
浅
川
河
原
に

1
発
落
と
し
、
上
田
と
宮
も
爆
撃

し
ま
し
た
。特
に
下
河
原
（
現
在
の

日
野
警
察
署
付
近
）
と
東
町
（
現
在

の
立
日
檻
付
近
）
で
の
被
害
は
す

さ
ま
じ
く
、
両
地
区
併
せ
て
20人

以
上
が
死
亡
し
、
家
を
焼
か
れ
た

人
や
、
け
が
人
も
多
数
で
ま
し
た
。

当
時
、
夜
間
米
爆
撃
機
が
侵
入

し
て
く
る
と
、
そ
の
姿
を
探
照
灯

で
照
ら
し
出
し
て
高
射
砲
で
応
戦

し
ま
し
た
が
、
こ
の
日
、
米
爆
撃

機
に
向
け
て
発
射
さ
れ
た
高
射
砲

弾
丸
の
破
片
が
、
宮
地
区
で
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。

出
征
兵
士
の
戦
争
体
験

を
落
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

戦
前
の
日
本
に
は
、
兵
役
制
度

と
い
う
義
務
が
あ
っ
た
た
め
、
男

子
は
満
20歳
に
な
る
と
徴
兵
検
査

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
判
定
さ
れ
た
結
果

（甲

・
乙
．
丙
．
丁
・
戊
八
ほ
＞
）

►
徴
兵
さ
れ
る
こ
と
は
め
で
た
い
こ
と
と
し
て
、
親
せ
き
な
ど
か
ら
贈
ら
れ
た

「の
ぼ
り
旗」

995年（平成7年）7月15巳
第875号 て^’‘市役所代表電話霊85-1111

(4) 

に
よ
っ
て
、
現
役
・
予
備
役
と
第

-
•
第
二
補
充
兵
役
、
第
二
国
民

兵
役
に
区
分
さ
れ
ま
し
た
。

日
中
戦
争
以
後
、
軍
要
員
が
急

速
に
必
要
に
な
る
と
、
本
来
あ
ま

り
入
営
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
補

充
兵
役
や
国
民
兵
役
の
人
た
ち
ま

で
徴
集
・
召
集
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
ま
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
が

『

l
1
i
j
!

ご曹
．
t

4

主

r
 宮怨絞

-
1
[
1
1

月
ー
月

1
1

廿

l
i
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五
目

1
1

月
―

-
1
1
且

1
ー
五

g
l
l

昔

~
~
I
I

⇒

＝
『
日
野
市
ふ
る
さ
と
博
物
館
紀
要
第
4
号
』
＝

ー

を

刊

行

し

ま

し

た

＿

＿

――
 i-

H
 

――

g
 

――
 

ii

今
回
の
紀
要
は
、
昨
年
好
評
い
ま
す
。

―
―
だ
っ
た
ふ
る
さ
と
博
物
館
講
座
同
紀
要
は
次
の
と
お
り
販
売
i

i出

ば
を
も
と
に
、
日
野
市
域
の
中
世
し
ま
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
博
物
―
―

g
 

E

城
館
を
特
集
し
て
い
ま
す
。
講
館
、
市
内
各
図
書
館
で
閲
覧
も
・
―
―

――
 

＝
 

―
―
座
で
取
り
あ
げ
た
高
幡
城
や
平
で
き
ま
す

。

~
~
g
 

＝
山
城
、
川
辺
堀
之
内
の
城
館
等
▽
価
格
1
1
千

円

＿

＿

一
一
に
つ
い
て
、

講
師
の
方
々
が
新
▽
販
売
場
所
11ふ
る
さ
と
博
物
＝

i

―
た
に
稿
を
起
こ
し
て
く
だ
さ
っ
館
、
市
役
所

1
階
市
政
図
書
室

――

＝
た
ほ
か
、
座
談
会
「
日
野
の
中
世
▽
問
合
せ
先
11
ふ
る
さ
と
博
物
"
“
――
 

l

一
城
館
を
探
る
」
も
収
録
さ
れ
て
館

(
6
8
3
.
5
1
0
0
)
i
iq
 

評
i
i
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"
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月
・
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目
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と呼ばれた臨時召集令状 （複製）

激
化
し
た
昭
和
18年
(
1
9
4
3
)

に
な
る
と
、
徴
集
を
延
期
さ
れ
て

い
た
学
徒
も
出
陣
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

徴
兵
検
査
の
結
果
、
弾
制
的
に

現
役
や
補
充
兵
役
に
服
さ
せ
る
こ

と
を
「
徴
集
」
と
い
い
ま
す
が
、

特
に
戦
時
に
必
要
に
応
じ
て
予
備

役
や
補
充
兵
役
•
国
民
兵
役
の
者

を
軍
隊
に
集
め
る
こ
と
を
「
召
集
」

と
い
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
特

に
、
戦
時
に
際
し
て
臨
時
に
在
郷

軍
人
を
召
集
す
る
「
臨
時
召
笑
」

の
召
集
令
状
に
は
ピ
ン
ク
色
の
用

紙
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
俗

に
「
赤
紙
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
兵
役
制
度
の
下
で

男
た
ち
は
戦
場
に
駆
り
出
さ
れ
、

一
枚
の
召
集
令
状
が
く
る
と
、
そ

の
人
は
兵
士
と
し
て
旅
立
た
ね
ば

な
ら
ず
、
の
ぽ
り
旗
で
盛
大
に
見

送
ら
れ
た
後
、
戦
地
へ
と
赴
い
て

い
き
ま
し
た
。
戦
場
で
は
言
語
に

尽
く
し
が
た
い
戦
闘
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
多
く
の
人
が
命
を
落
と
し

て
い
き
ま
し
た
。

4

「
~
5

ポの国建国小満▲
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リュウキるウム ラサ 中

覗
函
詢
準
腿
念
平

事
暴

蝶のいろいろ

ふるさと博物館では、戦争

資料展をこの会期終了後も展

示物を交換しながら、米年 3

月までコーナーを設け開催し

ます。ぜひ、ご観覧ください。

メラネウスモ ルフ乃 チ 3ウ

大
地
の
色

た
ち
の
恐
ろ
し
さ
を
芸
告
し
、
敵

を
遠
ざ
け
て
い
ま
す
。
ま
た
ア
ブ

や
ガ
の
中
に
は
、
こ
の
ハ
チ
の
色

や
模
様
を
ま
ね
て
自
分
の
身
を
守

る
種
類
も
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
生
物
は
生
き
る

た
め
に
、
そ
し
て
子
孫
を
残
す
た

め
に
、
様
々
な
形
で
色
を
利
用
し

て
生
活
し
て
い
ま
す
。
人
間
も
そ

〶
色
に
よ
る
動
植
物
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

“• 
....色とりとりの世界の土

＄
螂

② 

． 

＄
 

腿

3

：轟轟

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い

る
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
目
一
ゾ

つ
色
を
身
に
付
け
る
こ
と
は
、
天

敵
に
狙
わ
れ
や
す
い
な
ど
多
く
の

危
険
を
伴
い
ま
す
が
、
雄
は
そ
の

色
彩
を
見
せ
つ
け
る
こ
と
で
雌
を

刺
激
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
を
決
定
し

ま
す
。
従
っ
て
雄
の
華
や
か
な
色

彩
は
、
繁
殖
に
関
連
が
あ
る
と
言

え
ま
す
。

｀ 
．
 

• ;9 

3
 

~/· 
9
}
r
・
 

．．
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（原始技術史研究所所蔵）

の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
の
肌
の
色
が
遣
う

の
も
、
太
陽
光
に
含
ま
れ
る
人
体

に
有
害
な
紫
外
線
か
ら
体
を
守
る

た
め
に
、
表
皮
の
メ
ラ
ニ
ン
色
素

を
増
加
さ
せ
て
抵
抗
力
を
高
め
て

い
る
か
ら
な
の
で
す
。

人
間
の
暮
ら
し
と
色

人
間
の
文
化
の
発
展
と
共
に
様

々
な
自
然
の
色
を
生
活
に
取
り
入

れ
て
き
ま
し
た
。
茜
（
あ
か
ね
）
や

藍
（
あ
い
）
な
ど
の
植
物
の
色
は
、

人
間
の
装
い
に
彩
り
を
添
え
、
木

肌
の
風
合
い
や
石
の
色
合
い
を
生

か
し
た
住
居
は
日
常
の
喜
ら
し
に

落
ち
着
き
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
専
ら
し
の
中
で
、
や

が
て
人
間
は
色
に
意
味
を
与
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
場

合
、
婚
儀
な
ど
の
め
で
た
い
席
で

は
朱
塗
り
の
器
が
使
わ
れ
、
葬
儀

で
は
黒
色
が
多
用
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
日
本
で
こ
れ
ら
の
色
の
象
徴

的
な
意
味
が
共
通
に
認
識
さ
れ
る

人
間
が
鮮
や
か
な
色
彩
の
花
や

鳥
に
魅
了
さ
れ
た
り
、
毒
々
し
い

色
の
ヘ
ビ
を
敬
遠
す
る
の
は
、
人

間
が
他
の
生
物
と
共
通
す
る
色
彩

の
感
覚
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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．
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i
1

6
月
15日
号
に
続
き
、
本
欄
で

は
、
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

の
答
申
の
要
旨
の
一
部
を
掲
載
し

ま
す
。4

、
短
期
的
な
課
題

ま

ず
J

み
の
発
生
段
階
で
取
り

組
む
べ
き
こ
と
は
、
製
造
業
者
に

お
い
て
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
を
長
期

化
し
、
修
理
体
制
を
整
え
る
等
、

耐
久
性
の
あ
る
製
品
の
開
発
・
製

造
に
努
力
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
再
利
用
可
能
な
容
器
の
使
用

も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
流
通
業
者

に
お
い
て
は
流
通
経
路
を
短
く

し
、
流
通
の
た
め
の
梱
包
（
こ
ん

シリーズ日程表

ご
み
減
量
に
取
り
組
む
に

:
 

手作りプーメラン

シナペニアで手作りプーメラン
を作り、飛ばして遊ぴます。昼
食持参のこと。

ケント紙で作る紙飛行機(I)

（製作の部）

パルサ材とケント紙で紙飛行機
を作ります。

ケント紙で作る紙飛行機(2)

（飛行の部）

国際大会優勝の経験者に飛ばし
方の極意を学ぴます。

ペットポトルロケット

ペットポトルを再利用したロケ
ット遊ぴ。参加費 1,200円

日本プーメラン協会

湯川司氏

生活課臓員

紙飛行機愛好家

小林昭夫氏

日本ペットボトル
クラフト協会遅事長

山崎晃氏

大空への夢

参加者を募集

人
間
な
ら
大
空
を
自
由
に
飛
ぶ

こ
と
を
夢
み
る
も
の
。
空
を
飛
ぶ

こ
と
へ
の
あ
こ
が
れ
や
興
味
は
、

だ
れ
も
が
持
っ
て
い
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
空
へ
の
夢
を

ふ
く
ら
ま
せ
て
く
れ
る
達
人
た
ち

を
招
き
、
自
分
の
手
で
作
っ
た
も

の
を
空
へ
飛
は
す
、
楽
し
い
「
夏

休
み
空
飛
ぶ
達
人
シ
リ
ー
ズ
」
を

企
画
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
・
内
容
・
講
師
1
1
別
表
の

と
お
り

▽
集
合
場
所
1
1
生
活
・
保
健
セ
ン

ぽ
う
）
を
簡
素
化
し
、
無
駄
を
省

く
こ
と
で
あ
る
。
販
売
業
者
に
お

い
て
は
過
剰
包
装
を
抑
制
し
、
売

り
方
の
エ
夫
を
図
る
等
で
あ
る
。

次
に
消
費
者
は
リ
サ
イ
ク
ル
可

能
な
、
環
境
に
負
荷
の
少
な
い
商

品
あ
る
い
は
再
生
品
を
必
要
最
小

量
購
入
し
、
購
入
し
た
商
品
は
大

切
に
使
い
切
る
生
活
へ
の
見
直
し

を
は
か
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
一
旦
（
い
っ
た
ん
）
不

用
と
化
し
た
物
に
つ
い
て
は
そ
の

ま
ま
廃
棄
せ
ず
、
近
隣
の
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
、
バ
ザ
ー
等
を
通

じ
て
リ
ュ
ー
ス
し
、
商
品
と
し
て

の
寿
命
を
全
う
さ
せ
る
。

I団（らしのフェスティバルI

贔”-三
,,や霧覇

タ
ー

2
階
講
座
室
※
8
月
18
日
曲

は
一
小
校
庭

▽
対
象
1
1
小
学
4
年
生
以
上
の
方

（
小
学
3
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴）▽
定
員
1
1
各
回
20人

※
8
月
11日
⑤
・

18日
⑤
は
1
日

だ
け
の
参
加
は
不
可
。
両
日
と
も

参
加
の
こ
と
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
1
1
生
活
課

(
6
8
1
.
4
1
1
2
)
 

茄
日
野
く
ら
し
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会
で
は
、

10月
28

日
出
・

29日
⑪
に
開
催
す
る
、

V

ら
し
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
ポ
ス

タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

こ
と
し
も
昨
年
と
同
様
に
暮
ら

し
全
般
の
問
題
を
テ
ー
マ
に
実
施

し
ま
す
。

最
後
に
各
家
庭
、
事
業
者
が
こ

み
と
し
て
排
出
す
る
場
合
、
こ
み

を
こ
み
と
し
て
廃
棄
せ
ず
、
資
源

化
で
き
る
物
は
徹
底
し
て
分
別
す

る
。
そ
し
て
、
従
来
の
集
団
回
収

や
市
内
で
確
立
し
つ
つ
あ
る
資
源

物
回
収
ル
ー
ト
に
乗
せ
、
資
源
化

を
大
幅
に
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
確
立

す
る
う
え
で
地
方
自
治
体
の
果
た

．
す
べ
き
役
割
も
大
き
く
、
事
業
者
、

市
民
へ
の
啓
発
、
教
育
か
ら
、
回

収
ル
ー
ト
の
確
立
、
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
や
集
団
回
収
事
業
へ
の

支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

5
、
中
・
長
期
的
な
課
題

循
環
型
社
会
を
確
立
し
、
こ
み

の
減
量
を
図
る
た
め
に
は
、
さ
ら

に
抜
本
的
に
現
行
の
シ
ス
テ
ム
の

あ
り
方
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

国
政
レ
ベ
ル
あ
る
い
は
広
域
自

治
体
レ
ベ
ル
で
は

第
一
に
、
製
造
・
流
遥
・
販
売

に
関
わ
る
事
業
者
責
任
の
法
制
化

第
二
に
、
こ
み
処
理
に
か
か
る

コ
ス
ト
負
担
の
如
何
（
い
か
ん
）

当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方

「
国
連
婦
人
の
10
年
」
を
記
念

し
、
毎
年
全
国
規
模
の
「
日
本
女

性
会
議
」
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
と
し
は
、
新
潟
市
で
「
と
も

に
つ
く
る
社
会
ひ
ろ
が
れ
ウ
ィ

メ
ン
ズ
パ
ワ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
開

催
さ
れ
ま
す
。

食
生
活
や
農
業
、
水
、
大
気
、

こ
み
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
自
然
環
境

の
問
題
な
ど
、
幅
広
く
暮
ら
し
の

こ
と
を
表
現
し
た
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ

ィ
ン
を
奮
っ
て
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
要
領
II
A
3サ
イ
ズ
の
画

用
紙
を
使
用
※
日
程
な
ど
の
文
字

は
入
れ
な
い
こ
と

▽
そ
の
他
1
1
採
用
作
品
に
薄
謝

▽
申
込
方
法
1
1
8
月
21
日
回
ま
で

に
生
活
課
（
生
活
・
保
健
セ
ン
タ

ー
内
）
へ
持
参

▽
問
合
せ
先
1
1
生
活
課

(681.

4
1
1
2
)
 

女
性
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
会

議
に
参
加
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
1
1
1
0
月
12日
因
1
1
3日
⑤

(11日
困
出
発
予
定
）

▽
会
場
1
1
新
潟
県
民
会
館
ほ
か

▽
応
募
資
格
11
市
内
在
住
の
成
人

こ
利
川
く
だ
さ
い

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
相
談
・

図
書
コ
ー
ナ
ー
・
テ
レ
ビ
デ
オ

自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
子
ど

も
会
、

P
T
A等
の
地
域
団
体
で

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
催
し
を
し

た
い
け
れ
ど
、
ど
ん
な
こ
と
を
し

た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
ど
ん

な
場
所
に
行
っ
た
ら
よ
い
か
分
か

ら
な
い
と
お
悩
み
の
方
、
生
活
課

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
係
へ
お
電
話

く
だ
さ
い
。

・

係
で
は
、
相
談
を
い
た
だ
い
て

第
三
に
、
増
え
続
け
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
こ
み
の
回
収
、
処
理
方
法

の
如
伺
日
野
市
独
自
の
課
題
と
し
て

第
一
に
、
現
行
の
収
集
方
法
の

見
直
し
第
二
に
、
こ
み
処
理
有
料
化
の

課
題第
三
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ト

レ
イ
の
回
収
ル
ー
ト
の
確
立

第
四
に
、
こ
み
の
自
区
内
処
理

の
課
題
第
五
に
、
市
民
、
事
業
者
が
主

体
と
な
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
計
画
の

策
定
と
推
進
母
体
の
確
立
等
の
中

•
長
期
的
な
課
題
が
残
さ
れ
て
い

る
。（ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
課
）

第
1
2回
8

本
女
性
会
議
~

玲

，
郎
に
い
が
た
参
加
者
募
集

人
｛
ヽ

第
12
回
全
日
本
少
年
軟
式
野
球

大
会
東
京
都
予
選
に
お
い
て
、
日

野
支
部
代
表
で
出
場
し
た
「
七
生場

レ
イ
ン
ボ
ー
」
チ
ー
ム

が
優
勝
し
、
東
京
都
代

J

出

l

こ

ボ
釦

表
と
し
て
関
東
大
会

大

(
7月
30日
⑪
か
ら
‘
ン

千
葉
県
開
催
）
に
出
場

9
東

し
ま
す
。
こ
こ
で
勝
ち
生
関てし

進
め
ば
、
全
国
大
会
へ
七

の
出
場
も
夢
で
は
あ
り

r
と

ま

せ

ん

。

球

表

野
代
式

都

同
チ
ー
ム
は
、
加
年

に
三
中
・
三
沢
中
の
生
軟
京

徒
で
創
部
。
現
在
、
大
年
東

竹
為
久
尚
監
督
等
の

担

少

宅

こ
の
大
会
は
、

6
月
5
日
に
日

本
武
道
館
で
行
わ
れ
、
日
野
市
剣

道
連
盟
副
会
長
・
山
下
勇
さ
ん

（七
段
、
日
野
本
町
在
住
、

66歳）

が
文
部
大
臣
杯
の
部
で
優
勝
。
一

昨
年
の
厚
生
大
臣
杯
に
続
き
、
ニ

つ
目
の
大
臣
杯
を
受
賞
し
ま
し
た
。

山
下
さ
ん
は
、
仲
田
小
、
四
小

の
剣
道
教
室
で
少
年
指
導
の
か
た

わ
ら
、
宮
本
武
蔵
の
二
刀
流
を
研

究
し
、
こ
れ
を
生
か
し
た
勝
利
で
、

全
国
で
も
ま
れ
な
二
刀
流
の
達
人

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
一
層
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

導
の
下
、
選
手
た
ち
は
更
な
る
栄

冠
を
目
指
し
て
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。

第17回全日本高齢者

武道大会で優勝

_
 

男
女
芝
応
募
人
員
1
1
若
干
人
（
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

▽
費
用
11
約
5
万
5
千
円
（
旅
費

ほ
か
）
※

一
部
を
補
助
し
ま
す

▽
そ
の
他
1
1
①

8
月
2
日
困
午
後

6
時
か
ら
女
性
セ
ン
タ
ー
で
説
明

会
を
開
催
②
参
加
後
、
親
告
書

を
提
出

▽
申
込
み
1
1
7
月
25日
図
ま
で
に

電
話
で
女
性
セ
ン
タ
ー

(684.

2
7
3
3
)

ヘ

・

か
ら
様
々
な
角
度
か
ら
プ
ラ
ン
を

練
り
、

1
週
間
く
ら
い
後
に
プ
ラ

ン
を
紹
介
し
ま
す
。
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
室
内
外
で
の
遊
び
、
キ

ャ
ン
プ
、
エ
作
遊
び
な
ど
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
本
を
集

め
て
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
作
り
、
＝レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
』
と
し
て
の
閲
覧
、
貸
し
出
し

や
市
内
地
域
団
体
の
活
動
に
利
用

い
た
だ
け
る
テ
レ
ビ
デ
オ
の
貸
し

出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
生
活
課

(681.

4
1
1
2
}
 

ヽ

l'̀
1
・ヽ
ー、

:.t△,
．．
 

t
t
.
t
t
t
t
t
t・自ー．
t
t
t
.
t
t
t・ヽ
:
.
t
t
t
t
t
t・
t
t

日
野
用
水
は
行
政
の
境
を
超

え
流
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
多

日
野
用
水
取
水
口
（
平
堰
）

摩
川
の
取
水
口
ま
で
を
日
野
用

水
土
地
改
良
区
が
管
理
し
て
お

り
、
日
野
の
田
園
地
帯
を
潤
し
、

市
民
の
心
の
や
す
ら
ぎ
と
な
る

水
辺
を
つ
く
り
だ
し
て
い
ま
す
。

（
水
路
清
流
課
）

J
R
日
野
駅
前
を
流
れ
、
市

内
を
横
断
し
て
い
る
、
日
野
で

一
番
長
い
用
水
路
（
日
野
用
水
）

を
こ
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
・

J

R
日
野
駅
問
辺
で
は
、
人
の
行

き
来
が
多
く
空
き
缶
の
ポ
イ
捨

て
な
ど
で
汚
れ
が
目
立
ち
ま
す

が
、
こ
の
用
水
路
を
上
流
の
ほ

う
へ
歩
い
て
み
る
と
田
園
地
帯

が
広
が
っ
て
い
る
の
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
用
水
路
に
沿

っ
て
さ
ら
に
進
ん
で
い
く
と
八

王
子
市
と
の
市
境
を
越
え
、
多

摩
川
か
ら
の
取
水
口
（
写
真
）
に

た
ど
り
つ
き
ま
す
。

日
野
用
水
の
開
削
の
歴
史
は

大
変
古
く
、
永
禄
10
年
(
1
5
6

7
)
と
今
か
ら
400年
以
上
前
、
新

田
開
発
の
た
め
に
掘
ら
れ
た
用

水
路
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
日
野
用
水
の
取
水
口
（
平
堰

八
た
い
ら
せ
き
＞）
は
、
八
王
子

市
平
町
（
八
高
線
の
多
摩
川
鉄

儒
よ
り
約
500討
上
流
）
で
、
い
ま

で
も
河
川
の
自
然
空
間
が
大
き

く
広
が
り
、
川
辺
を
散
歩
し
た

り
、
釣
り
を
す
る
人
た
ち
の
憩

い
の
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
環
と
し
て
事
業
用
車
両
を
社
通
教
室
、
社
会
奉
仕
、
ス
ポ
ー
ツ

員
の
自
宅
等
に
持
ち
帰
ら
せ
て
な
ど

い
る
事
業
所
に
対
し
て
、
持
ち
▽
対
象
1
1
小
学
3
年
＼
6
年
生

帰
り
を
自
粛
し
て
い
た
だ
き
都
の
男
女

＠
自
宅
持
ち
帰
り
車
両
削
減
キ
市
交
通
機
能
を
確
保
し
ま
す
▽
そ
の
他
11
費
用
無
料
、
団
服

ャ
ン
ペ
ー
ン
（
実
施
中
）
＠
交
通
少
年
団
員
募
集
貸
与

▽
期
間
1
1
7
月
31
日
岬
ま
で
▽
活
動
日
11
毎
月
第
2
日
曜
日
▽
問
合
せ
先
11
日
野
警
察
署
交

▽
内
容
11
交
通
円
滑
化
対
策
の
▽
内
容
11
鼓
笛
演
奏
活
動
、
交
通
課

(
6
8
6
.
o
1
1
0
)

.. 
9
 .. 
9
 .. 
,
 ．．
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日
野
警
察
署
か
ら

お

知

ら

せ
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1995年（平成7年）7月15日

第875号

電話で聞ける市政情報月曜～土曜日 9 :00~20:00 
口0120-042586（無料） （ 日曜日・祝日 9 : 00~17 : 00 年末年始を除く ） 

わくわ〈学習術日程表

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
日
程
表

楽
し
い
内
容
が
い
っ
ぱ
い
の

「
夏
休
み
・
小
学
生
あ
つ
ま
れ
'
・

わ
く
わ
く
学
習
術
」
。
学
校
と
は
違

っ
た
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
・
内
容
1
1
別
表
の
と
お
り

▽
会
場
1
1
中
央
公
民
館

閲
日
野
市
環
境
緑
化
協
会
で

は、

8
月
19日
出
に
行
わ
れ
る
ポ

ッ
ト
マ
ム
、
ス
プ
レ
ー
菊
の
無
料

配
布
に
先
立
ち
、
「
菊
の
育
て
方
講

習
会
」
を
市
と
共
催
で
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

秋
に
は
菊
花
コ
ン
テ
ス
ト
も
予

定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
菊

作
り
の
コ
ツ
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん

‘°
 

ヵ▽
日
時
1
1
7
月
28日
⑤
午
後
1
時

30分
1
3時
30分

▽
会
場
1
1
市
役
所

5
階

505会
議
室

ヽ
・―
――・・
ヽ

•弓
・

｀
；

｀

•＿
＿
_
-
`
:

――-
9

.＿＿
＿-`

.-
＿
_
-
`

·
――ー
―
.
“
;

`

...
 ,, ·~

.-＿
＿-9

.―
――-
9

.6-―-
9

.＿
＿-．9

-――-
9

.1――-
9

.-＿
-
．
9

.-―
―-9

.
-＿-·
~

.-
＿
_
-
~

•-
＿
-
―
~

.
-＿-
―~

.-I--
9

.-＿＿
-~

．-
＿_
.9

．疇叫

一“
市

の

南

側

に

は

多

摩

丘

陵

が

．

ぷ

葵

裟

時

ー

正

午

※

雨

天

実

施

一

一

広

が

っ

て

い

ま

す

。

こ

の

丘

陵

ぶ

磁

惚

ぷ

9

▽
会
場
1
1
南
平
丘
陵
公
園
（
集
i

合
は
同
公
園
管
理
棟
）
—

熊
i

ベ

呻

▽
講
師
1
1
飯
島
利
三
氏
（
東
京
i

｀

り

立

ち

を

学

習

し

、

簡

単

袋

堡

胃

覆
迄

一
な
調
査
を
行
い
な
が
ら
、
多
摩

～

丘

陵

の

地

形

と

地

質

を

観

察

し

観

邑

賣

都

み

ど

り

の

推

進

委

曇

）

↓

▽
参
加
方
法
11
当
日
自
由
参
加
-一

五
゜
っ
て
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

森

”

匹

一

▽

問

合

せ

先

1
1
公
園
緑
政
課
6
-

.‘
 •... 

‘̀ 
．．
 

一

ご
日
時
1
1
7
月
2
2日
出
午
前
1
0
5
>
~
o
t
‘
、
各
‘
、
内
線

3
6
2

疵9
.
-＿_．9

._＿
＿．、

r
-＿
-＿.、

-
＿-＿.
、

-＿＿-.
9

-＿-
—・
ヽ

：
＿―＿．
9

.
_
-
―.
9

.＿
＿
＿
．
9

―ーー―.
、

（体育）
見えないものが
見えてくる．I

くパントマイムに挑薮〉

（国語）
漢字って、こんな
カンジ？

く漢字のなり立ち＞

（理科）
空気と水の力くらベ

くSmストローでジュース
が飲めるか？ ＞

（工作）
すてるものでも
おもちゃになるぞ．I

くリサイクルおもち ゃを
作ろう 〉

（社会）
ほうちょうはどう
やって作るの？

く体験．／まちのかじやさん〉

（図画）
石ころをヘンシンさ
せよう／

〈身近な石に絵をかいて
みよう 〉

夏
休
み
・
小
学
生
あ
つ
ま
れ
／
．

◎
①
◎
①
⑨
R
⑯
 

午前9時
~11時

スパイスラック

（壁掛け飾り棚）
づくり

パタパタ（変身力
ード）づくり

自
然
体
験
広
場
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

夏
の
期
間
、
子
ど
も
会
の
キ
ャ

ン
プ
な
ど
吉
少
年
の
活
動
の
場
と

し
て
開
設
す
る
自
然
体
験
広
場
。

こ
の
広
場
で
、
い
ろ
ん
な
物
を
創

作
し
て
み
よ
う
と
い
う
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
（体
験
学
習
）
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
・
内
容
1
1
別
表
の
と
お
り

▽
会
場
1
1
自
然
体
験
広
場
（
別
掲

記
事
の
案
内
図
を
参
照
）

▽
対
象
1
1
小
学
生
と
親
※
小
学
生

同
土
の
参
加
も
可

▽
定
員
1
1
1
8
組

(28日
は
20組）

※
先
着
順

▽
申
込
み
11
7
月
24
日
回
ま
で
に

電
話
で
社
会
教
育
課

(
6内
線
533)

ヘ

夏
休
み
の

一
日
、
昔
の
暮
ら
し

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
の
学
習
会
で
は
ま
ず
、
火
起

こ
し
機
を
作
り
ま
す
。
そ
し
て
、

自
分
で
火
を
起
こ
し
て
豚
汁
作
り

を
し
ま
す
。
こ
う
し
て
作
る
豚
汁

の
味
は
格
別
な
も
の
。こ
の
ほ
か
、

「
人
間
と
火
」
の
歴
史
に
つ
い
て

学
習
し
ま
す
。

▽
日
時
11
8
月
15日
如
午
前
9
時

ー
午
後
4
時
※
雨
天
実
施

▽
会
場
1
1
自
然
体
験

立

広
場
（案
内
図
参
照
）

一

※

汚

れ

て

も

よ

い

服

装
（
長
そ
で
、
長
ズ

日
。
[
/
／
い
口
〗
[
>
[
／

日
野
市
菊
友
会
指
導
部
・
・
・
大
菊

（
福
助
）

▽
定
員
1
1
5
0
人
（
先
着
順
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
1
1
圃
日
野

市
環
境
緑
化
協
会
6
市
役
所
内
線

5
 
6
 
2
 

▽
内
容
11
ポ
ッ
ト
マ
ム
、
ス
プ
レ

ー
菊
及
び
大
菊
（
福
助
）
の
育
て

方▽
講
師
1
1
柴
崎
売
助
氏
（
前
日
野

＇ 

子
供
の
事
故
防
止
な
ど
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

7
月
21日
⑥
か
ら
市
内
の
小
、
止
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

中
学
校
は
夏
休
み
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
夏
休
み
は
、
「
健
康
な
心

各
学
校
で
は
、
子
供
た
ち
が
夏
休
と
体
づ
く
り
」
に
は
絶
好
の
機
会

み
を
健
康
で
充
実
し
た
生
活
を
送

る
よ
う
に
と
き
め
細
か
い
指
導
を

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
安
全
指
導

の
徹
底
や
問
題
行
動
の
防
止
に
つ

い
て
一
人
ひ
と
り
の
子
供
に
目
を

向
け
な
が
ら
掴
導
を
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
中
で
も
、
子
供
の
生

活
に
つ
い
て
気
に
な
る
と
こ
ろ
が

見
受
け
ら
れ
た
ら
、
一
声
掛
け
、

地
域
ぐ
る
み
で
交
通
事
故
、
そ
し

て
夜
遊
び
・
徘
徊
（は
い
か
い
）
、
飲

酒
・
喫
煙
な
ど
の
問
題
行
動
の
防

菊
の
育
て
方
講
習
会

2
8
H
市
役
所
で

犀

自然体験広場案内図

至立日橋

体験学習

『君は火を起こl
たことがある？』

8月15日に開催

ま
す
）

▽
持
ち
物
11弁
当
、
虫
眼
鏡

▽
申
込
み
11
7
月
31日
⑪
ま
で
に

ハ
ガ
キ
で
。
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記

入
し
、
日
野
市
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
「
火
起
こ
し
係
」
(
〒
191神

明
1
の
12
の
1
)
へ
※
1
枚
の
ハ

ガ
キ
で
2
人
ま
で
申
し
込
み
可
。

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
問
合
せ
先
1
1
社
会
教
育
課
6
内

線

5341
9
9
5年
度
日
野
市
教
育
委

貴
会
第
3
回
定
例
会
が
6
月
7
日

に
開
か
れ
、
次
の
議
案
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

◎
審
議
事
項

▽
日
野
市
立
学
校
施
設
の
開
放
に

関
す
る
要
綱
の
制
定
に
つ
い
て可
決

▽
日
野
市
教
職
員
互
助
会
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定
に

つ

い

て

可

決

▽
日
野
市
教
職
員
互
助
会
貸
付
基

金
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

、

.
t
 .. 
I

:

 

で
す
。
子
供
は
学
校
で
の
水
詠
教
ば
、

学
校
や
教
育
相
談
室
い
じ
め

室
や
開
放
プ
ー
ル
な
ど
へ
の
積
極

llO番
に
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

的

な

参

加

、

市

民

プ

ー

ル

の

利

用

（

指

導

室

）

な
ど
を
通
し
て
体
力
の
保
持
・
増

進
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
の
協
力
で

い
じ
め
を
な
く
そ
う

人
が
人
と
し
て
、
温
か
く
結
び
は
、
こ
の
明
る
＜
楽
し
い
生
活
を

付
き
、
心
の
ぬ
く
も
り
を
大
切
に
壊
し
、
心
に
大
き
な
傷
を
負
わ
せ

す
る
、
い
じ
め
の
な
い
生
活
を
築
る
重
大
な
問
題
で
す
。

夏
休
み
に

い
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
な
り
ま
す
が
、
地
域
や
こ
家
庭
で

す

。

も

子

供

が

明

る

＜

、

豊

か

に

育

つ

学
校
で
は
一
人
ひ
と
り
の
子
供
よ
う
f

J

協
力
く
だ
さ
い
。

が
明
る
＜
楽
し
い
生
活
を
送
れ
る
も
し
、
い
じ
め
や
い
じ
め
で
は

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
い
じ
め
な
い
か
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
れ

r -`  教育委員会

止二~
._-i .. -u.＇ヽ
・――

-・(W.9-h
..
 
『U-9し
r--：＿-＝
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り―ー
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ー百＇り―
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＇`
w
．．
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す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
）

r
 

▽
利
用
方
法1
1

社
会
教
育
課
で
〗

叩
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
た
め
に

――
 

J

団
体
登
録
を
し
た
後
、
使
用
申
）

し
込
み
を

血

学

校

の

教

室

を

開

放

）

市

民

の

皆

さ

ん

が

、

身

近

な

▽

問

合

せ

先

1
1
社
会
教
育
課

c
i

〗場
所
で
気醗
に
学
習
や
諸
活
動
内
線

5
3
2

を
行
え
る
よ
う
に
と
、
小
学
校

で
の
余
裕
教
室
を
開
放
し
て
い
ま

）
 ＂

開
放
し
て
い
る
施
設
は
音
楽

r゚
叫
室
や
会
議
室
な
ど
で
す
。
合
唱

で
ゃ
楽
器
演
奏
な
ど
の
音
楽
活

f

動、
講
座
な
ど
の
学
習
活
動
、あ

「
る
い
は
自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ

叫
の
会
合
な
ど
に
こ
利
用
く
だ
さ

～
い
。

〗
▽
開
放
校
•
利
用
時
間
帯

1
1
別

表
の
と
お
り

11

▽
対
象
1
1
会
員
が
5
人
以
上
い

i
 

w

る
市
内
団
体
※
政
党
活
動
、
宗

r活動
及
び
営
利
を
目
的
と
し

〖
た
活
動
に
は
使
用
で
き
ま
せ

r
 

•• 
＝-．． 。
-
＿
ヽ
9
-
：.
-
u
.
,
'
-
•

『-
iり

の

制

定

に

つ

い

て

可

決

◎
報
告
事
項

▽
1
9
9
5年
度
第
1
回
要
・
準

要
保
護
児
童
生
徒
数

（認
定
）
に

つ
い
て
ほ
か
6
件
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た

（教
育
委
員
会
庶
務
課
）

-．．
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f

都

立

七

生

養

護

学

校

で

【

r
 

｛

開

放

プ

ー

ル

[

者
11

"
▽
日
時
11
7
月
24日
回
ー
31日
▽
対
象
1
1
市
内
の
障
害
児
・

7

回
午
後

1
時
30
分

1
3
時
30

※
送
迎
バ
ス
あ
り
。
プ
ー
ル
監
i

雰
、

8
月
21日
り

31日
困
午

視

・

指
導
員
を
募
集
中
。
一

前
9
時
30分
1
1
1時
30分
※
い
▽
問
合
せ
先
1
1
同
校

(
6
9
1
.
[

一

t
 
二
ず
れ
も
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く

1
0
9
5
)

n
 

｀
▽
場
所
1
1
同
校
（
程
久
保
843)

ヽ
―
＿
・
・
ユ
一
ー
．
，
．
り
―
-•
「
-
―..
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．
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-
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＿
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ヽ
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．
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0
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•

H
P
5
[

所
国
司
義
彦

p
i

＂
A

[

い
罰
叫
i

▽
院
内
感
染
の
ゆ
く
え
富
家
ぷ

-
[
▽
奥
多
摩
の
窯
場
か
ら
吉
田
恵
海
子
河
出
書
房
新
社

q

明
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
▽
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
古
寺
巡
礼
饗
圃

一
叩

▽

母

と

子

の

民

族

楽

器

づ

く

り

庭

孝

男

新

潮

社

．

11

藤
原
義
勝
美
術
出
版
社
▽
最
後
の
箱
館
奉
行
の
日
記
”l

 

～
▽
こ
れ
な
ら
安
心
山
歩
き
入
門
田
中
英
爾
新
潮
社

f

〗
小
倉
董
子
主
婦
と
生
活
社
（
中
央
図
書
館
，

ァ
▽
「
辞
め
よ
う
か
」
と
迷
っ
た
時

6
8
1
.
7
3
5
4
)
〗L
 

J
さ
＝
—
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"
J
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―
-
＿
-
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-
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-i-l-且主

教室開放校

夜間

土曜日 午後・夜間

学校休業日 午前・午後・夜間

●音楽室（防音室）
※ピアノあり

●大ホール

※ピアノあり

●会議室

月曜～

金曜日

ん
。ま
た
、
施
設
に
よ
っ
て
は
使

用
で
き
な
い
活
動
も
あ
り
ま

夜間

土曜日 午後・夜間

学校休業日 午前・午後・夜間

●会議室

●音楽室

※ピアノあり

※学校休業日・・・週休5日制の土曜・日曜日、祝日及び夏休みなど
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1995年（平成7年）7月15日

第875号 ~ (/¥ (8) 

市役所
代表電話

雪85-1111

■日
野
市
医
師
会
非
常
勤
看
護
婦

募
集
▽
勤
務
日
時
1
1
月
曜

1
金
曜
日
午

前

9
時

1
午
後

1
時
ま
た
は
午
後

1
時

1
5時
▽
勤
務
場
所
1
1
日
野

市
医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
▽
勤
務
内
容
1
1
医
師
の
掴
示
に

よ
り
個
別
訪
問
し
、
病
状
観
察
、

簡
単
な
処
置
等
▽
対
象

1140歳
く

ら
い
ま
で
の
看
護
婦
（
士
）
か
保

健
婦
若
干
人
▽
応
募
方
法

1
1
8月

31
日
ま
で
に
履
歴
書
（
写
真
添

付
）
、
資
格
証
の
写
し
を
日
野
市
医

師
会
事
務
局
（
日
野
本
町

1
の
7

の
2
6
8
7
.
8
7
2
2
)
へ
持
参

■国
営
昭
和
記
念
公
園
レ
イ
ン
ボ

—
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

▽
期
間

1
1
7月
15日
ー
9
月
3
日

（
無
休
）
▽
時
間
1
1
午
前

9
時
30

分
＼
午
後

6
時
30分
※

8
月
21日

か
ら
は
午
後

6
時
ま
で
▽
費
用

11

大
人

2
千
ZOo円
、
小
人
千
ZOO
円、

幼
児
Joo
円
▽
問
合
せ
先
1
1
国
営
昭

和
記
念
公
園

(
6
2
8
.
1
7
5
1
)

■バ
ザ
ー
に
提
供
品
を

▽
心
身
障
害
児
通
所
訓
練
施
設
・

ひ
ろ
ば
サ
ラ
イ
で
雑
貨
、
食
器
、
衣

類
（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
済
み
）
の
提

供
品
を
受
け
付
け
中
※
受
け
取
り

に
も
伺
い
ま
す
▽
問
合
せ
先

11同

所

(
6
8
5
.
6
6
0
1昼
間
）

■肝
臓
病
体
験
者
交
流
会

▽
日
時

1
1
7月
16日
午
後
1
時

1

3
時
▽
会
場
1
1
中
央
福
祉
セ
ン
タ

ー
▽
対
象

11肝
炎
、
肝
硬
変
‘
肝
が

ん
の
治
療
中
の
方
と
家
族
お
よ
ぴ

ウ
イ
ル
ス
キ
ャ
リ
ア
の
方
▽
問
合

せ
先

11赤
塚

(
6
8
5
.
1
7
2
3
)

■フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
募
集

▽
日
時

11
7
月

16日
午
前

10時
＼

午
後
4
時
※
雨
天
中
止
▽
会
場
1
1

日
野
中
央
公
園
※
車
で
の
来
場
は

凡
ごあんf如

こ
遠
慮
を
▽
費
用

11
参
加
費

300

円
、
賛
同
支
援
金
（
売
り
上
げ
2

割
）
▽
問
合
せ
先
1
1
あ
い
あ
む

(
C

8
6
.
8
3
8
3
)
 

■日
野
の
と
ん
と
ん
昔
の
会

▽
日
程
・
内
容

1
1
7月
19日
…
菊

地
正
氏
の
昔
話
「
ほ
と
け
の
縁
起
」
、

麓
己
語
り
「
敦
盛
」
ほ
か
／

8
月

9

日
：
同
「
河
童
ば
な
し
」
手
品
ほ
か

▽
時
間

11午
前

10時
ー
正
午
▽
会

場
1
1
高
幡
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
問
合

せ
先

11北
田

(
6
9
3
.
2
3
1
7
)

■多
摩
テ
ッ
ク
急
流
す
べ
り
オ
ー

プ
ン
記
念
ご
招
待

▽
日
程

1
1
7月
22日
ー

28日
▽
内

容

11期
間
中
に
広
報
「
ひ
の
」
本

号
を
持
参
の
方
は

5
人
ま
で
入

園
、
急
流
す
べ
り
・
ワ
イ
ル
ド
リ

バ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
（
乗
車
ー

回
）
が
無
料
、
プ
ー
ル
割
引

(
1

回）

▽
問
合
せ
先
1
1
日
野
市
観
光

協
会
6
市
役
所
内
線

204

■高
年
齢
者
就
業
出
張
相
談

▽
日
時

11
7
月
21日
午
後

1
時

1

4
時
▽
会
場

11高
幡
図
書
館
▽
内

容
1
1
就
業
相
談
、
あ
っ
旋
、
求
人

▽
対
象

11お
お
む
ね

55歳
以
上
の

方
▽
問
合
せ
先
1
1
東
京
都
八
王
子

高
年
齢
者
就
業
相
談
所

(
C
0
4

2
6
.
4
8
.
0
4
8
0
)
 

■日
野
療
護
園
「
ふ
れ
あ
い
盆
踊

り
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

▽
8
月
19日
実
施
予
定
の
同
盆
踊

り
の
模
擬
店
、
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝

い
を
募
集
▽
問
合
せ
先

11
同
園

(
6
9
3
.
2
4
2
1
)
 

■通
所
訓
練
施
設
「
お
ち
か
わ
屋
」

で
昼
食
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

▽
午
前

10時
ー
午
後

1
時
30分
に

7
、
8
食
の
昼
食
調
理
▽
問
合
せ

先

11
同
所

(
6
9
2
.
0
6
0
l
)

■日
用
雑
貨
と
不
用
品
の
提
供
を

▽
「
日
野
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」

で
障
害
を
持
っ
た
子
供
た
ち
の
た

め
に
福
祉
の
店
を
オ
ー
プ
ン
。
物

■日
野
市
国
際
交
流
協
会

「
エ
コ
ー
サ
ロ
ン
」

▽
日
時

1
1
7月
16日
午
後

2
時

i

4
時
▽
会
場
1
1
同
会
談
話
室
（
日

野
図
書
館

2
階）

▽
内
容

11ト
ポ

・
ナ
ワ
ル
氏
（
フ
ィ
ジ
ー
出
身
）

を
囲
ん
で
▽
対
象
1
1
フ
ィ
ジ
ー
に

遜
もよおし

■
「
ふ
れ
あ
い
・
ど
ん
ど
ん
祭
」

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
募
集

▽
日
時

1
1
8月
27日
午
前

10時
ー

午
後
4
時
（
雨
天
中
止
）

▽
会
場

11市
民
会
館
前
市
民
プ
ラ
ザ
▽
費

用
11約
3
.
3平
方
詞

3
千
円
▽

問
合
せ
先
1
1

日
野
青
年
会
議
所

(
6
8
2
.
2
8
8
2月
曜
ー
金
曜

日
午
前

10時
ー
午
後
4
時）

■ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

▼
こ
ど
も
絵
画
教
室
▽
日
時

11毎

週
土
曜
日
午
後

1
時
30分
1
5時

▽
対
象

1
1
4歳
ー
中
3
▼
こ
ど
も

英
会
話
教
室
▽
日
時
1
1
毎
週
火
曜

日
午
後

5
時
i
6時
15分
▽
対
象

11小
4
以
上
竺
朝
鮮
近
代
史
講
座

▽
日
時

1
1
7月
23日
午
後

1
時
か

ら
▽
費
用
1
1
千
円
▼
シ
ー
カ
ヤ
ッ

ク
イ
ン
佐
渡
▽
日
時

11
7
月
27日

1
3
1日
▽
費
用

1110万
円
▼
お
心

に
刻
む
「
ア
ジ
ア
・
平
和
原
資
料

展
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
▽
日
時

1
1
8月
9
日
ー

16日
▽
内
容

11準

備
、
会
場
案
内
▽
対
象

11中
学
生

以
上
※
説
明
会
、
学
習
会
有
り
▼

ダ
ム
に
沈
む
三
国
志
の
舞
台
を
訪

ね
る
▽
日
時

11
9
月

18日
1
2
5日

▽
費
用
11
31万
6
千
円
▽
場
所

11

桂
林
・
重
慶
・
武
海
・
上
海
▼
童

謡
を
う
た
う
会
▽
日
時
1
1
毎
週
土

曜
日
午
前

10時
15分
ー
午
後

0
時

15分
▽
費
用

11月
4
千
円

以
上
▽
会
場
1
1
明
記
の
な
い
も

の
は
同
セ
ン
タ
ー
▽
問
合
せ
先
II

同
セ
ン
タ
ー

(
f
t
8
2
.
3
1
3
6
)

品
の
提
供
を
▽
問
合
せ
先

11同
会

（
丸
田
6
8
4
.
1
8
3
7
)

関
心
の
あ
る
方
先
着

15人
▽
閏
合

せ
先

11
同
会

(6
8
6
.
9
5
1
1

午
後

2
時

1
5時）

■ワ
ク
ワ
ク
い
き
も
の
探
険

▽
日
時

11
7
月

16日
午
前

9
時
30

分
ー
午
後
0
時
30分
※
小
雨
決
行

▽
会
場

11南
平
丘
陵
公
園
ほ
か

（
集
合
は
同
公
園
管
理
棟
）

▽
内

容
1
1
多
摩
丘
陵
の
自
然
観
察
と
草

笛
コ
ン
サ
ー
ト
▽
費
用

11
100円
※

山
野
を
歩
け
る
服
装
で
参
加
を
。

小
3
以
下
の
参
加
は
保
護
者
同
伴

で
▽
問
合
せ
先

11多
摩
生
き
も
の

友
の
会

(6
9
3
.
0
2
2
1昼
間
）

■女
声
合
唱
団

「多
摩
リ
ヴ
ィ
エ

ー
ル
」
第

1
回
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時

1
1
7月
16日
午
後

2
時
か

ら
▽
会
場
1
1
パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
▽

曲
目

11
「
暁
と
夕
の
詩
」
ほ
か
▽

費
用

11800
円
▽
問
合
せ
先

11
赤

石
沢

(
6
9
1
.
2
5
6
8
)

■親
子
で
語
り
継
ご
う
戦
争
体
験

「
50年
前
ヘ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
」

▽
日
時

1
1
7月
19日
午
後
3
時
か

ら
▽
会
場

11七
生
台
地
区
セ
ン
タ

ー
▽
内
容
1
1
ビ
デ
オ
放
映

（
戦
争

体
験
者
の
話
）
ほ
か
▽
対
象

11小、

中
学
生
と
親
▽
問
合
せ
先

11日
野

市
職
員
組
合

(
6
8
4
.
2
7
8
4
)

■都
立
七
生
蓑
護
学
校
夏
ま
つ
り

▽
日
時

11
7
月
22日
午
後
3
時
1

6
時
▽
会
場

11同
校
▽
内
容

11盆

踊
り
、
バ
ザ
ー
、
模
擬
店
ほ
か
※

ど
な
た
で
も
参
加
可
▽
問
合
せ
先

11
同
校
（
若
菜
6
9
1
.
1
0
9
5
)

■市
民
版
「
日
野
・
ま
ち
づ
く
り
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▽
日
時

11
7
月
22日
午
後
1
時
30

分

1
4時
30分
▽
会
場
1
1
勤
労
・

青
年
会
館
▽
内
容

11講
演
「
市
民

だ
か
ら
政
治
」
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
「
提
案
型
市
民
活
動
の

可
能
性
」
▽
問
合
せ
先

11金
井

(
6

8
3
.
1
6
1
8
)
 

■リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー

▽
日
時

1
1
7月
23日
午
前
11時
1

午
後

2
時
▽
会
場
1
1
生
活
・
保
健

セ
ン
タ
ー

▽
内
容

11
三
温
糖
販

売
、
模
擬
店
ほ
か
▽
問
合
せ
先
II

ジ
ョ
イ
コ
ー
プ
日
野
地
区
会
（
馬

場
6
8
4
.
3
8
6
5
)

●
御
子
柴
昭
治
個
展

▽
日
時

1
1
7月
25日
i
3
0日
午
前

11時
ー
午
後

6
時
▽
会
場

11と
よ

だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
内
容
1
1
パ

ス
テ
ル
画
、

素
描
▽
問
合
せ
先
lI

御
子
柴

(C
8
1
.
0
9
9
0
)

■第
6
回
二
小
ま
つ
り

▽
日
時

11
7
月
29日
午
後

4
時

1

8
時
※
雨
天
実
施
▽
会
場

11同
校

校
庭
・体
育
館
▽
内
容

11模
擬
店
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ほ
か
▽
問
合

せ
先

11梅
田

(
6
8
6
.
3
7
1
9
)

■
「
平
和
」
を
考
え
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
教
室

▽
日
時

1
1
7月
30日
午
前

9
時
1

午
後

2
時
▽
会
場
1
1
多
摩
平
第
一

公
園
（
雨
天
は
ひ
の
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
）

▽
費
用

11千
500円
（
軽

食
有
り
）
▽
申
込
み
先

11宮
本

(C

8
7
.
2
4
6
1
)
 

■日
野
市
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
連
盟

5
周
年
記
念
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

▽
日
時

11
7
月
30日
午
後

3
時

1

9
時
▽
会
場
1
1
東
部
会
館
▽
内
容

11モ
ダ
ン
、
ラ
テ
ン
ほ
か
▽
費
用

11千
500円
（
軽
食
有
り
）
▽
問
合

せ
先

11阪
田

(6
8
3
.
9
9
8
8
)

④
軟
式
野
球
大
会
主
将
会
議

▽
日
時

1
1
7月
28日
午
後

6
時
30

王
中
学
校
体
育
施
設
開
放

8
月
分
利
用
抽
選
会

▽
日
時

11
7
月
20日
①
体
育
館
…

午
後
2
時
②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
…

3

時
③
校
庭
…

4
時
④
ナ
イ
タ
ー

（
一
中
、
二
中
、
七
生
中
、
三
中
、

四
中
）
…
6
時
▽
会
場
1
1
市
役
所

1
階
叩
会
議
室
▽
資
格

11各
登
録

団
体
の
構
成
鼻
で
団
体
証
を
持
参

し
た
高
校
生
以
上
の
方
▽
問
合
せ

先

11体
育
課
6
内
線

542 ゑスホ°-ッ
■働
く
婦
人
の
絵
を
描
く
会
「
花

・
葉
・
実
の
会
展
」

▽
日
時

11
8
月
1
日
ー

6
日
午
前

10時
ー
午
後

6
時
▽
会
場
1
1
と
よ

だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
問
合
せ
先

11成
舞

(6
8
1
.
8
2
7
4
)

■東
京
都
多
摩
更
生
園
夏
ま
つ
り

と
ボ
＿
フ
ン
テ
ィ
ア
募
集

▽
日
時

1
1
8月
5
日
午
後
4
時
1

8
時
▽
会
場

11
同
園
▽
内
容

11模

擬
店
、
盆
踊
り
、
花
火
大
会
※
ど

な
た
で
も
参
加
可
／
身
体
障
害
者

の
介
助
者
、
模
擬
店
の
手
伝
い
を

募
集
▽
問
合
せ
先

11同
園
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ

（鍬
田
6

9
1
.
6
8
8
5
)
 

■根
木
山
和
子
と
仲
間
た
ち
に
よ

る
水
彩
・
パ
ス
テ
ル
小
品
展

▽
日
時

1
1
9月
30日
ま
で
（
日
曜

・
祝
日
を
除
く
）
午
前
11時
ー
午

後

7
時
▽
会
場

11
あ
ん
だ
ん
て

（
日
野
駅
西
駐
輪
場
前
）

▽
問
合

せ
先

11大
地

(6
8
1
.
3
0
7
2
)

分
か
ら
※
受
付
は
午
後

5
時
30分

か
ら
▽
会
場
1
1
市
役
所

5
階

505会

議
室
▽
費
用
1
1
1チ
ー
ム
7
千
円

※
新
規
登
録
の
チ
ー
ム
は
事
前
に

問
い
合
わ
せ
を
▽
問
合
せ
先

11体

育
課

6
内
線

541

■日
野
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟

夏
季
大
会
監
督
主
将
会
議

▽
日
時

1
1
7月
30日
午
後

7
時
か

ら
▽
会
場

11中
央
公
民
館
▽
種
目

．
費
用
1
1
男
子

S
Lの
部
…

2
万

円
／
同
ー
・

2
部
、
壮
年
の
部
…

6

千
円
／
女
子
、
実
年
の
部
…
4
千

円
／
中
学
生
の
部
は
無
料
※
同
会

議
で
申
込
書
提
出
▽
問
合
せ
先
II

五
十
嵐

(
6
9
2
.
5
2
8
3夜
問
）

密
〗

■エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
サ
ー
ク
ル

「
ス
テ
ッ
プ
」

▽
毎
週
土
曜
日
午
前

10時
30分
ー

正
午
に
市
民
陸
上
競
技
場
会
議
室

な
ど
で
▽
費
用

11入
会
金
千
円
、

月
2
千

Soo
円
▽
問
合
せ
先
1
1

佐

久
間

(
6
8
4
.
5
1
2
3
)

■バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

「
エ
ン
ド
レ
ス
」

▽
毎
週
木
曜
日
午
後

2
時
ー

5
時

に
南
平
体
育
館
な
ど
で
▽
費
用

11

月
2
千
円
（
別
途
年
千
円
）

▽
問
合

せ
先

11大
塚

(
6
8
2
.
3
0
0
2
)

●
浅
川
少
年
少
女
合
唱
団

▽
毎
週
土
曜
日
午
後
2
時

1
5時

に
東
部
会
館
な
ど
で
※
第
2
•

第

4
土
曜
日
は
午
前
9
時
＼
正
午
▽

対
象

11小
ー
＼
中

3
▽
問
合
せ
先

11川
戸

(6
9
2
.
9
4
3
3
)

■ジ
ャ
ズ
体
操
「
日
野
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ク
ラ
プ
」

▽
毎
週
木
曜
日
午
後
2
時

1
3時

に
南
平
体
育
館
な
ど
で
▽
費
用
1
1

入
会
金
千
円
、
月

2
千
円
▽
持
ち

物

11体
操
着
、
タ
オ
ル
※
見
学
歓

迎
▽
問
合
せ
先

11鈴
木

(691.

7
6
5
6
)
 

■遊
l
n
gビ
デ
オ
ク
ラ
プ

▽
毎
月
第2
•

第
4

木
曜
日
午
後

7
時

1
9時
に
中
央
公
民
館
な
ど

で
▽
内
容
11ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
楽

し
い
撮
影
と
編
集
▽
費
用
1
1
年

2

千
円
▽
問
合
せ
先

11東

(681.

4
4
6
2
)
 

■リ
ズ
ム
ダ
ン
ス

「
グ
リ
ー
ン
ダ
ン
サ
ー
ズ
」

▽
毎
週
月
曜
日
午
後

7
時
ー
8
時

30分
に
一
小
体
育
館
な
ど
で
▽
費

用

11入
会
金
千
円
、
月

2
千
円
※

中
高
年
者
歓
迎
▽
問
合
せ
先

11相

沢

(
6
8
4
.
8
0
1
5
)

■油
彩
「
チ
ャ
ム
の
会
」

▽
毎
月
第2
•

第
4

金
曜
日
午
後

1
時
ー

4
時
に
中
央
公
民
館
な
ど

で
▽
対
象
1
1
初
心
者
か
ら
上
級
者

▽
問
合
せ
先

11松
村

(
6
8
3
.
8

5
7
3
)
 

■女
声
合
唱
団

▽
毎
週
水
曜
日
午
後
3
時

1
4時

30分
に
南
平
南
部
地
区
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
※
ど
な
た
で
も
▽
問
合
せ

先
11本
田

(
6
9
3
.
4
7
1
0
)

■ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

「
ジ
ャ
ジ
ャ
」

▽
毎
月
第1
•

第
2
•

第
3

木
曜
日

午
前

10時
15分
ー
正
午
に
生
活
・

保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
▽
費
用
11

入
会
金

2
千
円
、
月
4
千
500円
※

無
料
体
験
有
り
▽
問
合
せ
先
1
1
榎

本

(
6
8
3
.
2
2
0
9
)

■英
会
話
「
お
し
ゃ
べ
り
」

▽
月
3
回
水
曜
日
午
前

10時
ー
正

午
に
下
田
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

▽
費
用
11月
4
千
円
※
ア
メ
リ
カ

人
学
生
が
指
導
▽
問
合
せ
先
1
1
金

■身
近
な
法
律
を
学
ぶ
会

「
あ
け

ぼ
の
」

▽
毎
月
第2
•

第
4

水
曜
日
午
前

10時
i
正
午
に
高
幡
図
書
館
な
ど

で
▽
費
用
11半
年

6
千
円
▽
問
合

せ
先

11本
田

(
6
9
3
.
3
2
6
3
)

●
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

「
ゆ
り
の
木
ク
ラ
プ
」

▽
毎
週
水
曜
・
土
曜
日
午
後

2
時

1
4時
30分
に
五
小
体
育
館
な
ど

で
▽
費
用
1
1
月

2
千
円
※
初
心
者

歓
迎
▽
問
合
せ
先

11石
原

(686

•7836) 
■湯
沢
社
交
ダ
ン
ス
同
好
会

▽
毎
週
土
曜
日
午
後
6
時

15分
ー

7
時
30分
に
隅
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
▽
対
象

11高
齢
者
、
初
心

者
▽
費
用

11月
2
千
円
▽
問
合
せ

先

11鷲
ノ
上

(
6
9
2
.
9
9
6
0
)

■大
人
の
た
め
の
ピ
ア
ノ
サ
ー
ク

ル
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
」

▽
毎
月
第2
•

第
4

土
曜
日
午
後

1

時
1
4

時
3
0分
に
勤
労
•
青
年

会
館
な
ど
で
▽
費
用
1
1
月
3
千
円

▽
問
合
せ
先
11斉
藤

(
6
8
3
.
9

8
3
8
)
 

●
日
野
市
民
水
泳
愛
好
会

▽
8
月

31日
ま
で
午
後

5
時
30分

¥
7時
に
市
民
プ
ー
ル
で
※
月
曜

日
を
除
く
▽
対
象

11高
校
生
以
上

で
50店
以
上
泳
げ
る
方
▽
費
用
11

年
千
500円
※
直
接
会
場
へ
▽
問
合

せ
先

11柴
田

(
6
9
2
.
8
5
0
3
)

■健
康
体
操
「
水
曜
体
操
ク
ラ
プ
」

▽
毎
週
水
曜
日
午
前

10時
30分
ー

11時
30分
に
日
野
台
一
丁
目
地
区

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
▽
内
容
1
1
ス
ト

レ
ッ
チ
ほ
か
▽
費
用

11月
3
千
円

▽
持
ち
物

11タ
オ
ル
、
上
履
き
※

運
動
可
能
な
服
装
で
▽
問
合
せ
先

11小
島

(
6
8
3
.
3
0
3
8
)

田

(
6
8
4
.
3
9
9
4
)


